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秩父盆地新第三系の地質と古地磁気

兵　　頭 浩＊

Geology and Paleomagnetism of the Neogene System

intheChichibu Basin，Saitama Prefecture，

CentralJapan

Hiroshi HYODO＊

TheChichibuBasinextendsabout15kmineast－WeStdirectionandnearly12kmnorth－

SOuthdiI‾ectioIl，andisfiiiedwiththeeariyMiocenemarinesedimentswithathicknessof

more than6000m．

IdividedtheearlyMiocenemarinesedimentsintothefollowinglithostratigraphicunits

in ascending order：Ushikubitoge Formation，Oganomachi Group，and Chichibumachi

Group．TheUshikubitogeFormationconsistsofconglomerate，arCOSicsandstone（Shira－

SunaSandstoneMember）withtheintercalationoftuffbed（KunigamiTuff），andsiltstone

（Tomita Siltstone Member）．TheOganomachiGroup canbedividedinto threeunitsin

ascendingorder：mudstonedominantalternation（MiyatoFormation）withtheintercala－

tion of tuff beds（Shirakawabashi Tuff，Niekawa Tuff），the alternation of equivalent

amountofsandstoneandmudstone（YoshidaFormation）withtheintercalationoftuffbed

（KokkaidoTuff），andsandstonedominantalternation（SakuraiFormation）．TheChichi－

bumachiGroupcanbedividedintofiveunitsinascendingorder：massivemuddysand－

StOne（Nagura Formation）with theintcrcalation of conglomerate（Shibahara Conglo

merateMember），Sandymudstone（SaginosuFormation）withtheintercalationoftuffbeds

（Tadenuma Tuff，Suwa Tuff，Kidohara Tuff），COnglomerate and sandstone（Tochiya

Formation），and sandy mudstonewith theintercalation of conglomerate（Kamiterao

Formation）withtheintercalationoftuffbeds（NagaruTuff，YokozeTuff，Urayamagawa

Tuff，TomoemachiTuff）．

TheChichibuTertiarySystemboundstheSambagawa MetamorphicswithN－Strend

faults，repreSented by theJyushi－Kuroya Fault on the eastern margin，and bounds the

Chichibu SystemwithE－Wtrendfaults，repreSentedbythe Hino Faulton thesouthern

margin．TheNE－SWtrendfaultsinthewesternpartofthestudiedareacausedisplace－

ment ofthe southeastern part ofthis fault aboutlOO meters downward．The Yokoze

Faultinthesoutheasternpartofthisareacausesdisplacementofthenorthwesternpart

of this、fault aboutlOOO meters downward．

1986年3月24日受理
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Thefoldstructuresintheeasterntosouthernpartarepararelltothetrendofthefaults

inthisarea．Thesefoldstructuresareassumedtobeaccompaniedbythefaultactivities．

Paleocurrentsystemsofthisareawererevealedbythesedimentarystructuresobserved

inthefield andthe anisotropy ofmagnetic susceptibility．The paleocurrentdirections

Wereinferedbydistributionofthethree orthogonalaxes ofthe anisotropyofmagnetic

SuSCeptibilityasfollow，1）Selectedsitesinwhichthedirectionofthreeaxesweredisperse

Withinabout300，2）inclinationofMaximumaxeswererangedwithin300andinclinationof

Minimumaxeswererangedhigherthan600．Thedirectionsofpaleocurrentareconsistent

With that from the field observation．The Tertiary sediments supplied from the north

（lowermostpart），fromthesouth（lowertoupperpart）andchangethedirectiontotheeast

（middlepart），andfromtheeast（uppermostpart）．

PaleomagneticmeasurementsweremadeontheearlyMiocenemarinesedimentsinthe

ChichibuBasinoftheKantoMountains，CentralJapan．Themeanpaleomagneticdirec－

tion，D＝940，1＝530（α95＝8．30），indicatesthattheKanto Mountainshavenotchangedits

latitude significantly，but have rotated clockwise throughabout900since the middle

Miocene．TherotationcanbeexplainedbytheopeningoftheJapanSeaandthecollision

ofthe Tanzawa Block．

1．緒　　　言

現在，日本列島の先第三系帯状構造は，九州から

近畿地方にかけて，ほぼ直線的に伸びているが，中

部日本に於て約100km北に屈曲し，八の字型の構造

をとっている．調査地域である秩父盆地はこの屈曲

構造の東翼に相当する関東山地のほぼ中央部に位置

する（Fig．1）．

先第三系帯状構造の屈曲については，その地質構

造により，KoBAYASHI（1941）は中生代後期～古第

三紀に生じたとしたが，一方，EHARA（1953）は，岩

石学的研究から，中新世以降であると推定した．そ

の後，プレートテクトニクスにより更に発展させ，

帯状構造屈曲の機構及び時期について検討がなされ

てきた．新妻（1982）は，フィリピン海プレートの，

Wadati－Benioff zone及び琉球海溝，南海トラフの

堆積物の検討の結果，フィリピン海プレートは，6

～7Maに沈み込みを始め，その結果として帯状構造

の屈曲が起こったと推定し，更に，NIITSUMA　＆

MATSUDA（1985）は，丹沢ブロックを構成する物質

が，伊豆小笠原弧のものと類似していることから，

屈曲構造は丹沢及び伊豆ブロックの衝突によって形

成されたと説明している．

この屈曲構造の東翼に当たる関東山地付近の第三

系の古地磁気学的研究は，これまでほとんど報告さ

れていない．しかし，帯状構造の屈曲運動を直接的

に説明する手段としては，現時点では古地磁気学的

手法を用いる他にはない．
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Fig．11ndexmapofthestudiedarea（shadedrectanT

gular）．MTL：Median Tectonic Line，ISL：

Itoigawa－Shizuoka Tectonic Line，KCL：Kashi－

wazaki－Choshi Tectonic Line，TTL：Tanakura

Tectonic Line．
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西南日本に於ける第三系の古地磁気については，

近年盛んに研究がなされ，その結果，西南日本は

15Ma前後に日本海の拡大に伴って約470時計回り

に回転運動をしたことが明らかとなっている

（OTOFUJIgfα7．，1986）．関東山地の古地磁気方向を

明らかにすることは，この西南日本の回転運動とも

合わせて，中部日本地域の構造運動を解明するため

の重要な手がかりとなる．

本研究では，秩父盆地第三系の地質調査を行ない，

層序，構造を明らかにすると共に，その古地磁気を

求めることによって，関東山地の中期中新世以降の

水平回転運動について考察することを目的とした．

野外調査及び試料採取に要した日数は138日であ

る．尚，本研究は1983年から1985年にかけて，静岡

大学理学部地球科学教室卒業研究として行なったも

のである．
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本研究を行なうにあたり，静岡大学理学部地球科
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室の浅井哲也博士には，袴曲軸の計算方法に関して

有益な助言を頂いた．

本教室の岩僑悟氏，野出雅万民，松出光博氏，
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以上の方々に深く感謝の意を表する．
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2．調査地域の位置・範囲・地形

調査地域である秩父盆地は，行政区画では，埼玉

県秩父市及び秩父郡皆野町，小鹿野町，両神村，大

滝村，荒川村，横瀬村にまたがる．

秩父盆地は，北は城峯山（1038m），西は両神山

（1724m），南は三峰山（1921m），武甲山（1336m）に囲

まれ，東西約’15km，南北約12kmの四角い形をして

いる．盆地内では，西部に於て標高約600mと最も高

く，東に向かうにつれて低くなる．東部では第三系

の上に，第四系の段丘堆積物が不整合で被っており，

尾蒔1月丘陵，秩父市街を始めとする平坦な丘陵地を

形成している．

主な河川は，北部に吉田川，中部に赤平川，南西

部に荒川，南東部に横瀬川がそれぞれ東ないしは北

に向かって流れるが，いずれも盆地北東部で合流し，

荒川本流となる．

3．調査地域の研究史

調査地域に於ける層序学的研究の歴史は古く，徳

永（1902）に始まり，矢部（1920，1927），早川（1930）

等盛んに行なわれた．その後，渡部ほか（1950），井

尻ほか（1950）が共に，秩父盆地全域にわたる総合的

な研究をまとめて報告している．更に，ARAI　＆

KANNO（1960）は，層序，構造を始めとして，堆積構

造，化石層序に重点を置いた詳細な報告をしている．

最近では，湯川（1984MS），高橋（1985MS）があり，

それぞれ，盆地の北部と南部の調査を行なっている．

しかし，本第三系は，岩相の水平的な変化が著しく，

かつ鍵層となる層が少ないことから，地層境界が各

研究毎にわずかずつ異なっている．これらの関係を

Tablelに示す．

また，本第三系の古地磁気学的研究は，これまで

全く報告されていない．

4．調　査　方　法

A．層序区分の基準

層序区分は，岩相層序区分に基づき原則として，

層の主体をなす岩相が明らかに変わる所を地層境界

とした．
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Tablel ComparisontableofthestratigraphicsuccessionsintheChichibu，CentralJapan．
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本第三系は，水平的な岩相変化が著しいが，小鹿

野町層群に於ては砂岩泥岩互層の砂岩と泥岩の量比

に着目し，また，主体をなす岩相の境界付近の比較

的広範囲に分布する礫岩層をその境界とした．

秩父町層群に於ては，主体をなす岩相の砂質泥岩

もしくは泥質砂岩の砂と泥の量比が層準により著し

く変化することに着目した．

また，狭在される凝灰岩，比較的厚い泥岩層，礫

岩の礫種に着目し，岩相上の同一層準を推定した．

B．古地磁気測定用試料の採取と測定方法

秩父盆地の第三紀層についての古地磁気の測定は，

これまで全く報告されていないことから，秩父盆地

第三紀層中のどの層準に於て安定した残留磁気が得

られるかが不明であった．そこで，測定用試料は調

査地域全域にわたる牛首峠層から上寺尾層の間の

133地点から，1地点につき1個以上の定方位岩塊試

料を採取した（Fig．16）．試料採取に当たっては局地

的に地層の走向，傾斜の乱れている場所は避けた．

また，試料は，凝灰岩，凝灰質砂岩，砂岩泥岩互層

中の砂岩，泥質砂岩，砂質泥岩，花崗砂岩より採取

した．採取した岩塊からは，ダイヤモンドカッター

を用いて一辺20mm～25mmの立方体試料を3個以

上切り出し，測定用試料とした．

残留磁気ベクトルの測定には，リングコア型フ

ラックスゲート回転磁力計（小山・新妻，1983）を用

い，不安定な二次的残留磁気成分を取り除く消磁に

は，電流制御式三軸交番磁場消磁装置（新妻・小山，

1981；小山・新妻，1983）を用いた．また，一部の試

料については，マイクロ波加熱方式による消磁，マ

イクロ波消磁（M・W．D．）を試みた（HALE，et al．，

1978，uH寸はか，1984）．マイクロ波消磁では，弱で10

分間加熱して，堆積岩の表面温度が2400C以上であ

ることが，サーモペイントにより確かめられた．ま

た，シールドケース内の磁化は50nT程度である．
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5．地　質　概　説

本第三系は大きく分けて三つの岩相単位に区分さ

れる．即ち，下位より牛首峠層，小鹿野町層群，秩

父町層群である．牛首峠層は，所により花崗岩の円

礫を含む礫岩を主体とし，中部の花崗砂岩より成る

白砂砂岩部層，上部の泥岩より成る富田泥岩部層か

ら構成される．小鹿野町層群は，下位より泥岩勝ち

の砂岩泥岩互層を主体とする宮戸層，砂岩と泥岩が

ほぼ等量の砂岩泥岩互層を主体とする吉田層，砂岩

勝ちの砂岩泥岩互層を主体とする桜井層より構成さ

れる．秩父町層群は，塊状の泥質砂岩を主体とする

奈倉層と，それに狭在する礫岩の卓越する柴原礫岩

部層，砂質泥岩を主体とする鷺ノ巣層，礫岩と砂岩

を主体とする栃谷層，砂質泥岩を主体とし，礫岩を

峡在する上寺尾層より構成される．以上，牛首峠層

から上寺層までの層序関係は全て整合である．

119

今回の調査では，凝灰岩の鍵層を追跡することが

できた．それらは下位から，国神凝灰岩（牛首峠層），

白川橋凝灰岩，賀川凝灰岩（宮戸層），黒海土凝灰岩

（吉田層），蓼沼凝灰岩，諏訪凝灰岩，木戸原凝灰岩

（鷺ノ巣層），長留凝灰岩，横瀬凝灰岩，浦山川凝灰

岩，巳町凝灰岩（上寺尾層）である．以上，本第三系

の模式柱状図をFig．2に示す．

本第三系は，主として北西一南東に軸をもち南東

にプランジする摺曲構造をとる．調査地域北部では，

南々東に250～300の傾斜をもつが，西部は，東に500

～700の急傾斜をとる．横瀬川下流域の鷺ノ巣層，栃

谷層は，ほぼ南北に長袖を持つドーム状構造をなす．

横瀬地域の栃谷層は，北西一南東の摺曲構造をなす．

上寺尾層は，地層の傾斜が比較的緩やかで，秩父市

及び久邪で盆状構造をなす．

調査地域は，北北西一南南東の走向を有する出

牛一黒谷断層，北東一南西の走向を有する谷津断層，

層 準 時 代 層　 準 （層 厚 血 岩　 相
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ほぼ南北の走向を有する苅米断層によって東縁を限

られる．また南縁を，東北東一西南西の走向を有す

る日野断層によって限られる．第三系に変位を与え．

る断層は，北東一南西の走向を有するものが多く，

矢畑一上飯山断層，古池断層を始めとしていずれも

南落ちである．

6．地　質　各　論

A．牛首峠層（UshikubitogeFormation）

命名：ARAI（1960）命名

模式地：牛首峠の東から観音山の西麓にかけて

層厚：550m

分布及び岩相：本層は，皆野町金沢から国神，吉

田町久長付近，上吉田久形付近，小鹿野町牛首峠，

両神村上野沢及び荒川村自久，白川橋付近に分布す

る．

本層は，礫岩，花崗砂岩及び泥岩より成る．礫岩

は，小礫から大礫が主体で，亜角礫から角礫で固結

度が良い．礫種は，チャート，頁岩，砂岩が主体で

あり，花崗岩の円礫を混在する所もある．基質は一

般に，灰色を呈する粗粒の砂岩である．

模式地付近の殿谷戸から牛首峠に向かう沢では，

秩父系の頁岩と断層で接して，花崗岩礫を含まない

礫岩が露出するが，上位に向かってやや細粒化し，

基質に石英を含み始めた後，大礫大の花崗岩の円

礫を含む礫岩となる．しかし，牛首峠以西では，花

崗岩礫を含む礫岩が，基盤岩（頁岩）と不整合で接す

る．吉田町上吉田久形では，約4mの礫岩が秩父系の

チャートを不整合で被い，上位では基質に石英，長

石を含み，更に上位の花崗砂岩に漸移する．

吉田町久長では，本礫岩は110mとその層厚を増

すが，ここでは，花崗岩礫は全く見られず，上位で

細粒化し，花崗砂岩に漸移する．桜ケ谷では，花崗

砂岩の基質をもち，巨礫大のチャート角礫を主体と

する礫岩が，基盤の頁岩を不整合に被っている．上

位へは，花崗砂岩へ漸移する．

皆野町前原及び大淵では，中礫～巨礫大のチャー

ト，頁岩角礫を密に含み，花崗砂岩質の粗粒な基質

を有する層厚2m～3mの礫岩が基盤のチャートを

不整合に被っており，上位へは花崗砂岩に漸移する．

浩

更に，皆野町国神，大通院の東の沢では，中礫～巨

礫大で，チャート，頁岩，砂岩及び橙色のカリ長石

を含む花崗岩の円礫～亜角礫より成る塊状の礫岩が

露出している．同様の礫岩は，橋爪，岩鼻付近の花

崗砂岩中に狭在される．

調査地域西部に於ける本層は，小鹿野町飯田の飯

田橋上流約250m付近で，基盤の貢岩を，砂岩，貢岩

の大礫から成る礫岩が不整合で被う．ここでは，礫

岩中にチャート礫を欠く．上位へは，基質中に石英，

雲母，長石が増加し，花園砂岩へ漸移する．

両神村中平，中平沢では，チャートの小礫～中礫

の亜円礫を主体とし，中粒砂岩を基質にもつ5m以

上の礫岩が，上位に向かって淘汰の良い塊状中粒砂

岩に漸移し，更に，上位の暗灰色泥岩に漸移する手

荒川村白久，白川橋の上流約130m付近では，基盤

の砂岩を不整合に被って，大礫～巨礫大のチャート，

砂岩，石灰岩，緑色岩の亜円～角礫を主体とする礫

岩が露出し，上位には，中粒～細粒砂岩と互層をな

す．

本層中位の花崗砂岩及びその上位の暗灰色塊状泥

岩は特徴的であり，それぞれ白砂砂岩部層，富田泥

岩部層として区別する．

層序関係：本層は，秩父系を不整合で被う．また，

本層は調査地域北部で本層上部の泥岩が宮戸層下部

の凝灰質砂岩に漸移し，西部では，本層上部の細粒

砂岩が宮戸層下部の泥岩に漸移することから，両層

は整合関係にある．

A－1．白砂砂岩部層（ShirasunaSandstoneMem－

ber）

命名：ARAI（1960）命名

模式地：吉田町久長，白砂岩

層厚：230m

分布及び岩相：本層は，皆野町金山付近，橋爪付

近の金沢川，国神付近の日野沢川，皆野町前原付近

の荒川，野巻から桜ケ谷，吉田町阿熊の彦久保付近，

上吉田の久形，合角，小室付近，更に小鹿野町飯田

の水子観音，小金沢に露出する．

本部層は粗粒から細粒の石英，長石，雲母を主体

とする花崗砂岩であり，まれに中礫大のチャート円

礫から成る数十cmの礫岩層を狭在する．本部層は，
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秩父盆地の地質と古地磁気

下位では細礫から粗粒でほぼ塊状であるが，上位で

は細粒化し，生痕化石が見られる．

皆野町大淵の荒川右岸には，本部層中に厚さ約

1mの白色細粒凝灰岩層を狭在する．本凝灰岩の上

位には，石英に富む数十cmの白色細粒砂岩層及び

亜炭の薄層を伴う．

国神小学校から柴岡へ抜ける道路脇の切り通しに

も，本凝灰岩が露出しており，ここでは120cmと層

厚を増す．本凝灰岩は，国神で最もよく見られるの

で，国神凝灰岩と命名する（Fig．4）．

層序関係：本部層は，牛首峠層の一部層であり，

牛首峠層の中部を構成する．本部層上部は，日野沢

川で上位の富田泥岩部層と指交関係にある．

A－2．宮田泥岩部層（TomitaSiltstoneMember）

命名：ARAI（1960）

模式璃：秩父市富田の西の赤平川両岸

層厚：80m

分布及び岩相：本部層は，皆野町橋爪付近の金沢

川，国神付近の日野沢川，大淵付近の荒川右岸，郷

平橋付近，秩父市太田の赤平川，模式地付近，吉田

町阿熊沢彦久保付近，石間，久形及び小鹿野町森谷

（荒　川）

（大　曲

国神凝灰岩

arcoSic sd

lOlig

tfc arcosic sd

120lV fT

fsdlam

30dgr trc sltlam

125

戸，根古屋の吉田川，岩殿沢地蔵寺付近，小金沢付

近の薄川に露出する．

本部層は，暗灰色塊状のやや粗粒な泥岩を主体と

し，しばしば直径数十cm～1mの石灰質ノジュール

をもつ．また，本部層下部に砂岩を狭在する所があ

る．砂岩層は，吉田町新志及び久形に於て中粒から

細粒で数十cmの厚さをもち，泥岩中に数枚狭在さ

れる．新志及び彦久保では，本層中位に葉理が発達

する．

本部層は，皆野町国神の日野沢川流域で，石英，

長石，雲母を主体とし，薬理をもつ厚さ数mの砂岩

層を数枚狭在する．橋爪，岩鼻での金沢川では，こ

の砂岩層は35mと層厚を増す．この砂岩層は，その

岩相より，下位の白砂砂岩部層の最上位の一部であ

ると思われる．

層序関係：本部層は，牛首峠層の一部層であり，

午首峠層の最上部を構成する．本部層は，日野沢に

於て，下位の白砂砂岩部層上部と指交関係にある．

B．小鹿野町層群（OganomadiGroup）

命名：ARAI（1960）

本層群は，泥岩勝ちの砂岩泥岩互層を主体とし，

LEGEND

GRAIN SIZE COLOR

cob：cobble w：white

peb：pebble gr：gray

gra：granule lgr：light gray

VC：veT’y coarse sand dgr：dark gray

c：COarSe Sand b：black

m：medium sand

f：fine sand

vf：very fine sand

Sdy：sandy

Slty：silty

COMPOSITION

T：tuff

fT：fine tuff

fTfc：fine tuffaceous

GT：ゴマシオtuff

P：pummice tuff

tfc：tuffaceous

sh：shale

ch：chart

Fig．4　ColumnarsectionoftheKunigamiTuff．

yel：yellow

grn：green

brn：brown

bl：blue

SEDIMENTARY STRUCTURE

lam：laminate

para：parallel

grad：grading

OTHERS

Slt：Siltstone

／：alternation

lig：1ignite

calc．－COnC．：Calcareous

concretion

円：円礫

角：角礫
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凝灰岩及び凝灰質砂岩を狭在する下部（宮戸層），砂

岩と泥岩がほぼ等量の砂岩泥岩互層を主体とする中

部（吉田層），砂岩勝ちの砂岩泥岩互層を主体とする

上部（桜井層）より成る．本層群は，調査地域の北部

では，南南東方に200～300傾斜するが，小鹿野町付近

より南部では，東方に300～800傾斜する．

本層群の全層厚は3410mである．

B－1．宮戸層（MiyatoFormation）

命名：ARAI（1960）命名．湯川（1984MS）再定義．

ARAI（1960）は，子ノ神付近に分布する層理の発

達した凝灰質砂岩を子ノ神砂岩として彦久保層群に

含め，上位の凝灰岩を千鹿谷凝灰岩部層として区別

し，宮戸層に含めている．一方，湯川（1984MS）は，

子ノ神砂岩の上部が，千鹿谷凝灰岩部層に漸移する

ことから，堆積サイクルの観点より，本部層を宮戸

層に含めている．

この凝灰質砂岩層の下部は，富田泥岩部層とは明

らかに異なり，区別されるが，上部は細粒化し，砂

岩層をまれに狭在する泥岩勝ち砂岩泥岩互層に徐々

に変化する．従って，本論文では，下位の凝灰質砂

岩と，泥岩勝ち砂岩泥岩互層を含めて宮戸層とする．

模式地：吉田町宮戸の吉田川にかかる巣掛橋から，

吉田川の下流標高57．5mの間．

ARAI（1960）による模式地では，本層下位が見ら

れないことから湯川（1984MS）は，副模式地を定め

ている．

副模式地：秩父郡小鹿野町飯田の赤平川にかかる

飯田橋から岩殿沢と赤平Jtlが合流する地点付近にか

けての赤平川．

層厚：1340m

分布及び岩相：本層は，皆野町太田の赤平川流域，

吉田町円中から千度谷，更に両神村岩殿沢から模式

地にかけて，及び長又以南の小森川流域，荒川村贅

川流域に分布する．調査地域北部に分布する本層は，

南方に100′－400傾斜し，西部では，東方に200～800傾

斜すると共に，荒川流域及び大塩野の本層上部に於

て，著しいスランプ堆積構造が見られる．

本層は，泥岩勝ちの砂岩泥岩互層を主体とし，北

部及び北西部に於ては，最下部に緑灰色の凝灰質砂

岩を伴い，南西部に於ては，下位から中位に白色の

浩

凝灰質砂岩，凝灰岩層を・狭在する．北部及び北西部

の凝灰質砂岩は，緑灰色を呈し，5～10cmの層理及

び斜層理の発達する中粒から細粒の凝灰質砂岩で，

最下位には，紙礫のチャート円礫が密な数cm～数

十cmの礫岩層を2枚狭在する．上位は，泥岩もし

くは，泥岩勝ち砂岩泥岩互層に漸移する．本凝灰

質砂岩は，西方に向かうに従い，次第に粗粒となり，

岩殿沢での上位，小鹿野町飯田の飯田橋付近では，

火山礫凝灰岩となる．一方，野巻以東では，細粒化

すると共に，層理の発達が乏しくなり，基部の礫岩

を欠く．阿熊沢及び吉田町大棚部の吉田川付近の本

凝灰質砂岩より，貝化石を産する．

両神村小森にて，本層下部は北東一南西の断層で

断たれ，以南では下位の凝灰質砂岩を欠き，暗灰色

の泥岩となる．この泥岩中には，白色細粒で部分的

に層理の発達する凝灰岩ないしは凝灰質砂岩が数枚

狭在される．このうち，最下位のものは，層厚が約

18mと最も厚く，荒川村白久の白川橋下流から，両

神村中平まで追跡することができる．その上位には，

約2mの凝灰質砂岩と，約18m隔てて1．4mの凝灰

岩，更に約25m隔てて約50cmの凝灰質砂岩2枚が

狭在され，荒川村谷津川の上流から，両神村須川の

薄川まで追跡できる．前者は，白川橋付近に，後者

は荒川に注ぐ賀川に最も良く露出することから，そ

れぞれ白川橋凝灰岩，贅川凝灰岩と命名する（Fig．

5）．

本層上部は，調査地域北部に於ては凝灰質砂岩

から泥岩勝ちの砂岩泥岩互層に漸移するが，副模

式地では凝灰質砂岩から暗灰色細粒泥岩に漸移し，

その上位にて，層厚数cmの砂岩層を稀に狭在する

砂岩泥岩互層となる．この暗灰色細粒泥岩は，南部

に向かうにつれて次第に層厚を増し，荒川流域では

約610mに達するが，上位は泥勝ち砂岩泥岩互層で

ある．

本層の層厚は，北東部の秩父市太田磯端で120m，

模式地で550m，更に荒川流域では1340mと，北東

部から南西部にかけて急速に厚くなっている．

層序関係：本層は，北部で下位の言出泥岩部層の

泥岩を整合で覆い，西部では牛首峠層の砂岩を，本

層下部の泥岩が整合に覆う．また，上位は吉田層下

部の礫岩が整合で覆う．
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B－2．吉田層（Yoshida Formation）

命名：渡部ほか（1950）命名

模式地：吉田町の東の赤平川から桜井橋までの約

1kmの間

層厚：930m

分布及び岩相：本層は秩父市太田の堀切及び堤平，

吉田町下吉田の吉田川流域，小鹿野町小鹿野の赤平

川，小森川流域，伊豆沢流域，更に荒川村豆早原の

荒川流域，荒川村馬立から南に上る沢の上流付近に

分布する．

本層は，泥岩と砂岩がほぼ等量の砂岩泥岩互層を

主体とし，北部では凝灰岩，南西部では礫岩を狭在

する．

模式地に於て本層は，基部に層厚約2mの緑灰色

を呈する細粒砂岩を有し，その上位は，泥岩と砂岩

がほぼ等量の砂岩泥岩互層が桜井層基部の礫岩に至

るまで一律に重なる．阿熊沢では，本層基部が，

チャート，頁岩，砂岩の円礫を密に含む厚さ約2mの

中礫礫岩となり，その約50m上位には，約1mの同

様な紙礫礫岩を狭在し，両層の間は砂岩層が卓越す

る砂岩泥岩互層である．小鹿野町上飯田では，数枚

の礫岩層が砂岩勝ち砂岩泥岩互層の基部に狭在する．

ここでは，礫径が中礫大となり，礫岩層一枚の厚さ

が7～8mと最も厚い．しかるに，小森川流域に於て

は厚さ約2mの中礫礫岩層一枚が確認されるのみで，

上位は数cm～数十cmの砂岩泥岩互層中，約80cm

の粗粒砂岩層を数枚狭在する．

伊豆沢の中流域からは，本層上位に厚さ約80cm

～2mの，チャート，頁岩，砂岩の円礫を主とする礫

岩層を狭在し始め，更に南部では少なくとも十枚以

上の礫岩層が見られる．また，本層の主体をなす砂

岩泥岩互層は，北部では数crn～十数cmの有律互層

であるが，伊豆沢中流域以南では砂岩層中に，30cm

～50cm程度の厚いものが増加する．

荒川流域に於て本層は，淘汰の悪い中礫の砂岩，

頁岩，チャートの亜円礫から成る厚さ数mの礫岩層

と，中粒～粗粒砂岩及び数cmの泥岩層の互層とな

る．ここでの礫岩層はまれに乱堆積構造を有し，礫

岩中には薬理をもつ砂岩の偽礫を含むことがある．

本層のほぼ中位には，白色細粒で下位に平行薬理

をもち，上位は泥岩に漸移する凝灰岩を一枚狭在す

る．この凝灰岩は，堤平の長森川で約20cm，下吉田

町の南の沢で約80cm，更に小鹿野の黒海土では約

2mと，西に向かうに従って層厚を増す．本凝灰岩

は，黒海土に於て最も良く見られることから，黒海

土凝灰岩と命名する（Fig．6）．また，小鹿野町上大胡

桃の，大胡桃橋付近に露出する厚さ約30mの青灰色

塊状泥岩は本層内に於て特徴的である．本泥岩は伊

豆沢淵平から西へ上る滝ノ沢の中流域，西平から西

へ上る沢の下流，及び伊豆沢の上流，沢浦付近に露
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Fig．6　Columnar section of the Kokkaido Tuff．

SymboIsaresameasinFig．4．

出し，古池断層によって西に約150mの変位を受け

ている．

層序関係：本層は，下位の宮戸層を整合で覆い，

上位の桜井層の礫岩に整合に覆われる．

B－3．桜井層（SakuraiFormation）
命名：渡部ほか（1950）命名

湯川（1984MS）は，ARAI（1960）の本層上限より更

に上位にも砂岩泥岩互層が露出することから，本層

上限を変更し，砂岩泥岩互層が砂質泥岩に変わる所

とした．本論文でもこれに従う．

模式地：吉田町桜井，桜井橋の200m上流から赤

平川に沿って，小鹿野町奈倉の奈倉橋の250m上流

まで．

湯川（1984MS）は，模式地の奈倉橋の位置が不明

なため，副模式地を定めている．

副模式地：小鹿野町赤平川と薄川合流点から津谷

古，津谷木橋下流400mまで（砂泥互層が泥質砂岩に

なるまで）

層厚：1140m

分布及び岩相：本層は，秩父市小柱の荒川流域，

品沢の篠葉沢流域，吉田町暮坪から小鹿野町奈倉に

かけての赤平川流域，小鹿野町小鹿野の赤平川流域，

柿ノ久保，布沢，長留川上流域，荒川の豆早原から

馬立にかけて分布する．

本層は，砂岩勝ち砂岩泥岩互層を主体とし，礫岩

を狭在する．模式地に於て，本層基部は吉田層を整

合で約3mの細礫岩が覆う．この礫岩層は，頁岩，

砂岩の亜角礫に混じって，中礫大の軟い淡灰色泥

浩

岩偽礫を多く含む点で特徴的である．その上位は，

泥岩勝ちの砂岩泥岩互層であり，基部から約100m

の間にわたり前述の礫岩と同様の岩相をもつ1m前

後の礫岩層を数枚狭在する．泥岩勝ち砂岩泥岩互層

は本層中位付近まで続き，上位になるにつれ，一

枚々々の砂岩の層厚が不規則に変化すると共に，紙

礫～中礫大の頁岩，砂岩，チャートの円礫を含む礫

岩層が，しばしばスランプ構造を伴って狭在される．

その上位は，砂岩勝ち砂岩泥岩互層である．

模式地以東では，荒川まで露出が悪いが本層基部

の礫岩は，秩父市伊古田で約30cmの礫岩として露

出し，上位は，篠葉沢下郷付近で砂岩勝ち砂岩泥岩

互層である他は，泥岩勝ち砂岩泥岩互層である．皆

野町大浜の南西，荒川右岸には，泥岩の偽礫をまれ

に混在し，葉理を有する粗粒砂岩（約2m）の上位に，

約1．5mの層厚をもち，チャート，頁岩の円礫一角礫

を主体とし細礫～中礫大の泥岩偽礫を多く含む礫岩

層が露出し，本層基部に相当すると思われる．上位

は泥岩勝ち砂岩泥岩互層である．

副模式地では，基部の礫岩が下位の吉田層（砂岩泥

岩互層）を巾約15mにわたって切り込んで堆積して

いる．本礫岩は，基質は粗粒砂岩で，中礫大のチャー

ト，頁岩，砂岩の円礫から成り，中礫～大礫大の泥

岩偽礫を多くとり込んでいる．また，層内の乱れが

激しく，スランプ堆積をしている所も見られる．こ

の上位は泥岩勝ち砂岩泥岩互層であるが，伊豆沢と

赤平川の合流点付近から上位は，砂岩勝ちの互層と

なる．小判沢では，中礫～大礫の砂岩，頁岩，チャー

トの淘汰の悪い約6mの礫岩層を狭在し，更に上位

では葉理をもつ細粒～粗粒砂岩の間に4枚にわたり，

約1～2mの礫岩層が露出する．

伊豆沢下流には，本層基部の礫岩層が露出するが，

ここでは激しいスランプ堆積構造が見られる．

本層は，赤平川以南に於て急速にその層厚を減じ

ると共に，十数cm～数十cmの砂岩層と数cmの泥

岩の互層中に数m～5mの礫岩層を狭在する砂岩泥

岩礫岩の互層をなす．

荒川村豆早原では，泥岩の偽礫を多く含む礫岩層

の上位に，中礫大の礫を主体とする約2mの礫岩層

が，葉理をもつ細粒砂岩と互層をなしており，泥岩

層を欠く．
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模式地の本層最上位には，砂岩泥岩互層中に，層

厚1m～3mの礫岩層が4枚狭在されるが，その内の

下位の礫岩中に，中礫～大礫大の粗粒砂岩から成る

亜角～角礫が混入しているのが特徴的である．この

礫岩層は，その特徴から，本層に於て貴重な鍵層と

なる．即ち，同様の礫岩は，小鹿野町津谷古の津谷

木橋下流200m，小判沢上流で南に上る沢の中流域，

柿ノ久保の南の沢で柿ノ久保から約500m上流，中

ノ沢の中流域，林道柴原線の終点から約100m上流，

柴原から沢を西へ約630m上った地点，更に荒川橋

から荒川を上流へ約250m上った地点にそれぞれ確

認することができる．

本層の層厚は，皆野町大浜の荒川で270m，模式地

で910m，小鹿野で114nm，柿ノ久保の西で550m，

荒川村中野原で390mと，南部から北部にかけて2

倍以上も層厚が増している．

層序関係：副模式地に於て本層下部礫岩が下位の

砂岩泥岩互層を切り込んで堆積しているが，他の地

域では走向が斜交していないことから，下位の吉田

層とは整合関係であると考えられ，この削剣は，ス

ランプによると思われる．上位は，本層の砂岩勝ち

互層が奈倉層の泥質砂岩に漸移することから整合関

係である．

C．秩父町層群（ChichibumachiGroup）

命名：渡部ほか（1950）命名

本層群は，塊状の泥質砂岩と，それに狭在する円

礫岩及び砂質泥岩より成る下部（奈倉層，柴原礫岩部

層，鷺ノ巣層），下位に赤色チャートの角礫を特徴的

に含む礫岩より成る中部（栃谷層），淘汰の悪い砂質

泥岩中に礫岩を狭在する上部（上寺尾層）より成る．

本層群は，東部に於て北西一南東に軸をもつ摺曲

構造をもつ．また南縁に於て断層で断たれて本層群

の下位が東西の走向をもって露出する他，横瀬断層

によって断たれた南東隅は，本層群の中部～上部が

露出する．

本層群の層厚は3100mである．

C－1．奈倉層（NaguraFormation）

命名：ARAI（1960）命名

ARAI（1960）は，小鹿野町奈倉の赤平川河岸に露
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出する礫岩を本層の基底としているが，この礫岩は

桜井層の砂岩泥岩互層の中に狭在されるものであり，

本層とは明らかに区別される．湯川（1984MS）は本

層下限を，砂岩泥岩互層が砂質泥岩に変わるところ

としており，本論文もこれに従う．

また，ARAI（1960）は，本層上限を柴原礫岩の下迄

としたが，下日野，柴原，釜ノ沢，桝谷にて，柴原

礫岩の上位の泥質砂岩及び砂岩は奈倉層のものと区

別できず，かつ，柴原礫岩は北方に向かって急速に

その層厚を減じることから，本層中に収束すると思

われる．従って，本論文では柴原礫岩部層を本層中

の一部層とし，本層上限を泥質砂岩が暗灰色砂質泥

岩に変わる所とした．

模式地：奈倉橋の250m上流から，赤平川と長留

川の合流点まで．

湯川（1984MS）は，奈倉橋の位置が不明であるた

め，副模式地を定めている．

副模式地：小鹿野町津谷木橋下流700mから赤平

川と良留川の合流点付近まで．

層厚：810m

分布及び岩相：本層は，秩父市肥土の荒川，蒔田

川沿い，寺尾の荒川沿い，上蒔田の蒔田川沿い，上

郷の篠葉沢沿い，小鹿野町奈倉，般若付近，荒川村

柴原付近，荒川村日野の荒川及び安谷川沿いに分布

する．

本層は主として灰色塊状の泥質砂岩より成り，南

部に向かうにつれて層理が発達する．本層中には，

貝化石を始めとして多くの化石を産する．

小鹿野町津谷古から南西に伸びる沢以南では，本

層中に3～5cmの層理が見られ，基部には暗灰色で

数mm～1cmの葉理をもつ泥岩を伴う．布沢，中ノ

沢の中流域，林道柴原線沿線，柴原の西部及び荒川

橋付近に露出する本層は，南部に向かうに従って泥

を含む割合が減少し，青灰色の細粒から中粒砂岩と

なる．

荒川橋から南～伸びる沢の下流域に露出する本層

基部の泥岩は，傾斜を700～800で北東に変え，寺沢に

も露出する．ここで露出する泥岩の上位は激しいス

ランプ堆積をする．

本層最上位には，模式地に於て泥質砂岩の上位に

約3mの粗粒砂岩及び，細粒砂岩と泥質極細粒砂岩
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との互層が重なる．秩父市中原及び蓼沼に於ては，

石英の粒子を多く含む約50cmの粗粒～中粒砂岩と，

その上位に5～10cmの細粒砂岩層を十数枚狭在す

る．更に，肥土の荒川と蒔田川の合流点付近では，

紙礫大のチャート，石英を主体とし，層理を有する

約15mの礫岩が本層上部をなす．一方，模式地以西

では，小鹿野町桝谷にて本層上部の砂岩層は最も厚

く，頁岩，砂岩の紙礫円礫をまれに含み，葉理を示

す厚さ数mの中粒一細粒砂岩層を，砂岩勝ち砂岩泥

岩互層中に少なくとも5枚狭在する．この砂岩泥岩

互層は淘汰が悪く，本層主部を成す泥質砂岩と同質

である．柴原のゆうぎり沢沢口から約150m下流の

長留川では，泥質砂岩中に80cm～3mの砂岩層数枚

を，更に荒川村日野では，4m前後の砂岩層を3枚狭

在する．

秩父市蓼沼の荒川右岸と，小鹿野町松井田から品

沢へ向かう農道を，国道299号線から北へ約350m向

かった所の本層中には，白色細粒の約5cmの凝灰岩

が露出している．この凝灰岩の上下の本層中に同様

の凝灰岩がなく，この2ヶ所の凝灰岩は同一のもの

と思われる．

層序関係：本層は，下位の桜井層を整合で覆い，

上位の鷺ノ巣層に整合で覆われる．

C－2．柴原礫岩部層（Shibahara Conglomerate

Member）

命名：ARAI（1960）命名

ARAI（1960）は，本部層が奈倉層を整合で覆い，秩

父市の秩父橋にまで追跡することができるとしてい

るが，本部層の上位の泥質砂岩及び砂岩は奈倉層の

ものと区別がつかず，かつ本部層を構成する礫岩は，

聖天の礫岩と同質であり，北方に細粒化することか

ら下津谷木の砂岩に収束すると考えられる．従って，

本論文では本部層を奈倉層の一部層として再定義す

る．

模式地：荒川村柴原付近

層厚：470m

分布及び岩相：本部層は，荒川村日野，松葉の荒

川沿いから，模式地，小鹿野町聖天にかけて，及び，

荒川村日野事上の安谷川に分布する．

本部層は層厚2～3mの密な礫岩と，数十cmの中

浩

粒～細粒砂岩の互層より成る．礫岩の礫種は，貢岩，

砂岩，チャートなどで，基質は粗粒砂岩ないしは紙

礫である．荒川では本部層の上位の礫岩中に第三

系の泥岩，砂岩の偽礫を含む．礫は模式地及び荒

川では下位の礫岩に角礫から亜角礫が混入するが，

他はよく円磨されている．礫径は中礫が一般的で

であるが，聖天では紙礫であり，下津谷木では細粒

砂岩となる．本部層の層厚は，荒川河岸で470m，柴

原で370m，釜ノ沢で290m，聖天で200mと北に向

かってその層厚を減じ，津谷木では層厚約1mの砂

岩層に収束する．

荒川村日野では，大塚から寺沢に向かう道のトン

ネルに，中礫大の砂岩，頁岩の円礫が密な礫岩が，

東西の走向をもって露出する．

層序関係：本部層は，奈倉層の一部層であり，奈

倉層中位に狭在される．

C－3．鷺ノ巣層（SaginosuFormation）

命名：ARAI（1960）命名

ARAI（1960）は，柴原礫岩部層及びその上位の砂岩

層も含めて鷺ノ巣層としているが，上位の砂質泥岩

及び砂岩は岩相から見て，奈倉層のものと同様であ

り，柴原礫岩部層は下津谷木に於て奈倉層内に収束

する．更に，ARAI（1960）は，秩父橋付近に露出する

礫岩より下位の砂質泥岩を奈倉層とし，上位を鷲ノ

巣層としているが，この砂質泥岩は鷺ノ巣に於ける

砂質泥岩と区別がつかず，かつ，下位に狭在する凝

灰岩が秩父市下蒔田から小鹿野町般若の砂質泥岩

（鷺ノ巣層相当）中にまで追跡できる．

従って，本論文ではARAI（1960）に於ける柴原礫

岩部層と上位の砂岩を除いた鷺ノ巣層，及び中寺尾

に於ける砂質泥岩を鷺ノ巣層として再定義する．

模式地：荒川と安谷川の合流点から荒川を約

150m上った地点から，上流約1375mの間

層厚：340m

分布及び岩相：本層は，荒川と横瀬川の合流点付

近，秩父市矢行地の高篠橋までの横瀬川流域，秩父

市中寺尾の荒川流域，坊平から中郷にかけての蒔出

川，小鹿野町般若の原，神ノ原付近及び模式地に分

布する．また，押堀川の上流と，横瀬村十二番の横

瀬川及び大指川上流にもわずかに露出する．
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本層は灰色の砂質泥岩を主体とし，上部に礫岩，

花崗砂岩を，下部及び上部に凝灰岩層を狭在する．

砂質泥岩は，下位には貝片を多く含む数mmの細粒

砂岩をまれに狭在し，上位になるにつれ粗粒になる．

この傾向は本層東部で著しく，石英，長石を主体と

した淘汰の悪い細粒砂岩と粗粒砂岩の互層に漸移し，

荒川と横瀬川の合流点付近では，礫岩を狭在する．

砂岩には，直径1cm前後の円筒形で屑理面に平行に

伸びる生痕や，サメの歯の化石を産する．また，し

ばしば斜交層理を呈する．礫岩は，チャート，頁岩，

砂岩の中礫から大礫大の角礫と，花崗岩の大礫大の

円礫を主体とし，花崗砂岩を基質にもち，数m～5m

の層厚を有する．

本層下部の凝灰岩層は，秩父市蓼沼の荒川右岸河

床に良く露出する．ここでは，数十cmから1．2mの

淡灰色または黄白色の細粒ないしはゴマシオ状の凝

灰岩が，約35mの砂質泥岩中に少なくとも7枚狭在

される．そのうち，比較的厚いもの2枚は，下位に

貝片や有孔虫を含む50cm前後の硬質暗褐色泥岩を

もつ．この凝灰岩層は，荒川と蒔田川の合流点から

約200m上流の荒川右岸で見られる他，大野原，中原

の荒川右岸にあるポンプ小屋の上流約1001mの荒川

右岸で露出するが，ここでは3枚しか見られず，

50cm，20cm，80cmと薄くなる．更に，秩父市寺尾の

国道299号線の西にある採石場では，露出が悪く約

80cmの凝灰岩層一枚しか見られないが，秩父市田

村，坊平の蒔［射11では約18mの砂質泥岩の間に，

10cm～1mの凝灰岩層4枚を狭在する．以西では露

出が悪く，追跡し難いが，小鹿野町般若，桜株で数

cmの淡灰色細粒凝灰岩を一枚見ることができる．

これら一連の凝灰岩を蓼沼凝灰岩と命名する（Fig．

7）．

本層上部には，秩父市大野原諏訪の横瀬川左岸の

砂質泥岩中に凝灰岩層が見られる．この凝灰岩層は，

2～3cmの灰白色細粒で，薄い葉理をもつ．本地域で

は，その上位約20mに，約20cmの石灰質漬菜層を

狭在し，その上位に粗粒砂岩層をもつ．本凝灰岩層

は，秩父橋下流350mの荒川右岸にも露出するが，こ

こでは凝灰岩層から石灰質濃集層までの砂質泥岩部

の層厚が約9mと薄くなる．本凝灰岩を，諏訪凝灰岩

と命名する（Fig．8）．
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蓼沼凝灰岩

Fig．7　Columnar section of the Tadenuma Tuff・

SymboIsaresameasinFig・4・

諏訪凝灰岩より上位に当たる秩父市矢行地の高篠

橋の北約120m地点から，横瀬川下流約250mの間

の泥質砂岩中には，更に3層準の凝灰岩層を狭在す

る．このうち最下位のものは，秩父市木戸原の不動

の湯から約130m下流の横瀬川左岸に露出する約

1cmの白色細粒凝灰岩である．この凝灰岩は定峯川

と横瀬川の合流点から定峯川を約20m上った地点

の河床にも露出する．その上位に当たる，“不動の湯〝

の対岸及び“不動の湯〟から東に向かう沢には，礫

岩中に白色細粒で中礫大の凝灰岩偽礫を多量に含む

礫岩が露出する．この礫岩は，厚さ約5mで中礫大

の頁岩の亜円礫及びチャートの角礫を主体とする．

同様の礫岩は，矢行地から横瀬川に注ぐ川の下流，
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横瀬川にかかる下小川橋から約370m上流及び

100m上流の横瀬川左岸に，また，秩父橋の北約

120m付近から東へ向かう沢の下流に露出する．

更に，高篠橋から約120m下流の横瀬川左岸では，

泥質の中粒～細粒砂岩中に約20cmの細礫岩層を狭

在し，その上位に厚さ約10cmの中礫大凝灰岩片を

多く含む層が見られる．同様の岩相は，矢行地を北

に流れる横瀬川支流の横瀬川との合流点から約

750m上流に露出する．以上一連の凝灰岩層を木戸

原凝灰岩と命名する（Fig．8）．

以上の鍵層の追跡の結果，上小川に於ける本層上

部は，北北西一南南東に長軸をもつドーム状構造及

びいくつかの摺曲構造をとることが明らかとなった．

層序関係：本層の下位は奈倉層の泥質砂岩ないし

は砂岩泥岩互層から漸移し，上位は，細粒砂質泥岩

ないしは泥質砂岩中に栃谷層の角礫が混在している

ことから，本層は下位の奈倉層を整合で覆い，上位

の栃谷層に整合に覆われる．

C－4．栃谷層（TochiyaFormation）

命名：新称

本層は，ARAI（1960）の平仁田層のうち礫岩の卓

越する下部を新たに一つの地層として区分，命名し

たものである．なお，ARAI（1960）は，秩父市中郷か

ら中寺尾にかけての本層を鷺ノ巣層下部に，また栃

谷及び山田にて，本層下部を鷺ノ巣層上部に含めて

いる．更に，ARAI（1960）の上横瀬層中の下位の礫岩

は本層に相当する．

模式地：秩父市栃谷の定峯川流域

層厚：740m

分布及び岩相：本層は，模式地付近，秩父市山田

の横瀬川流域，秩父橋付近の荒川，長留川中流域及

び荒川村坂口の荒川河岸に露出する．また，秩父市

黒谷及び横瀬村宇根，川東にも露出する．

本層は，礫岩と泥質細粒砂岩との互層を主体とし，

中位に暗灰色泥岩を狭在する．泥岩は薬理を有し，

貝片を含む．

本層の主体をなす礫岩は，この泥岩の上位と下

位とで若干異なった岩相を呈する．即ち，下位の

礫岩は，細礫の基質をもち中礫の淘汰の悪いチャ

ート，頁岩，砂岩の角礫を主体とし，特に中位か

浩
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Fig．8　Columnar sectionoftheSuwa Tuffand the

KidoharaTuff．SymboIsaresameasinFig．4．

らは赤色チャートの角礫を混在する．礫岩中には

しばしば直径5cm前後の細礫ノジュールを持つ他，

上部では石灰藻，二枚貝，巻貝を産する．この礫岩

と互層をなす泥質砂岩は淡灰色を呈し，貝穀片や炭

化した植物片を含む．

一万，泥岩の上位の礫岩は亜円礫を主体とし，

中礫で比較的淘汰が良い．基質は細礫及び白色細

粒の石灰質物質より成る．下位では貝化石も産す

る．

本層礫岩中に含まれる赤色チャート角礫，石灰藻

及び泥岩層は，本層に於て特徴的であり，模式地の

他，横瀬川では高篠橋の上流100mから450mの間，

山田橋の下流100m～400mの間，大崩沢と横瀬川の

合流点の下流約100m付近に，更に荒川では秩父橋
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付近に露出する．また，黒谷の木毛から破風屋に至

る裏山の沢にも同様の岩相を見ることができる．

秩父橋以西では露出がなく，本層の追跡は難しい

が，長留川中流域では泥質の細粒砂岩と粗粒砂岩の

互層中にしばしば礫岩を狭在する．この礫岩は，

チャートの紙礫～中礫円礫を主体とし，淡灰色の泥

岩偽礫を含み，しばしばレンズ状に狭在する．また，

泥質砂岩中には炭化植物片を含む．

更に，荒川村の安谷川と荒川の合流点付近の礫岩

層中にも赤色チャートの角礫が含まれることから，

本層に相当すると思われる．

横瀬村六番の横瀬川左岸には，ヰ礫一大礫大の・

チャート，赤色チャート，頁岩の角礫及び泥岩の偽

礫を含む礫岩が露出し，横瀬橋の下流付近では砂質

泥岩を伴い，横瀬橋から150m上流付近では，細礫大

の赤色チャート，チャート，頁岩の円礫を主体とす

る礫岩が重なる．この岩相層序は，本層の岩相及び

層序と良く一致することから，本層が本地域で再び

露出していると思われる．

層序関係：本層は，鷺ノ巣層を整合で覆い，上寺

尾層に整合で覆われる．

C－5．上寺尾層（KamiteraoFormation）

命名：新称

本層はARAI（1960）の平仁田層のうち砂質泥岩の

卓越する上部を新たに一つの地層として区分，命名

したものである．なお，ARAI（1960）は秩父市上寺尾

に於て本層下部を鷺ノ巣層に含め，横瀬村では本層

を上横瀬層に含めている．

模式地：秩父市上寺尾の荒川河岸

層厚：1210m＋

分布及び岩相：本層は，横瀬村十五番から十一番

にかけての横瀬川，秩父市柳田町から平仁田までの

荒川河岸，小鹿野町長留の屋敷平付近，及び，横瀬

村根古屋の横瀬川，生川に露出する．

本層は，暗灰色を呈し，貝片，有孔虫を含む砂質

泥岩を主体とし，しばしば礫岩，石灰質ノジュール

を狭在する．礫岩は紙礫から中礫の亜角礫一角礫を

主体とし，礫種は，チャート，頁岩，砂岩が主であ

るが，本層中位には，中礫一大礫大の石灰岩角礫を

特徴的に含む．石灰岩角礫は，横瀬川では語歌橋の

（屋敷平）
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下流約550m付近の礫岩中に初めて混入する他，荒

川村椛屋の荒川右岸に露出する礫岩及び横瀬村の横

瀬川にかかる権現橋の上流約100mに露出する礫岩

中にも初めて混入する．この石灰岩の混入する層準

付近より上位では，礫岩の狭在する量が増加する．

秩父市久那付近の荒川では，礫岩がしばしばレンズ

状に狭在しているのが見られる．

小鹿野町長留の藤芝付近の本層中には，白色細粒

の凝灰岩を数枚狭在する．この凝灰岩は，ここの他

に小鹿野町屋敷平から南に伸びる沢及びその南の所

ノ沢の上流に露出する．この凝灰岩層を長留凝灰岩

と命名する（Fig．9）．

横瀬村根古屋の三菱セメント工場南西の切り通し

には砂質泥岩中に，白色ないしは黄白色の細粒で

10cm，40cmの凝灰岩を狭在する．その前後には，凝

灰質砂岩も数枚狭在する．同様の凝灰岩層が，横瀬

村宇根の兎沢の西武鉄道高架より約200m上流の河

床に見られる．この凝灰岩層を横瀬凝灰岩と命名す

る（Fig．10）．

（十　番）

横瀬凝灰岩

mSd

lO H fT

径tfc Sd

lyel fT

15　tfc fsd

fsd／sdyslt

tm
（秩父セメント）

Fig．10　Columnar section of the Yokoze Tuff・

SymboIsaresame asinFig．4．

浦山Hlと荒川の合流点付近の浦山川右岸には，本

層砂質泥岩中に，1cm前後の白色パミスを主体と

し，厚さ約60cmの凝灰岩層2枚が，十数cmの石灰

質漬菜層3枚と互層をなす．同様のパミスを主体と

する凝灰岩層は，秩父市久邪，坂本の荒川左岸に於

て，下位に石灰質濃集層を伴い，約25cmの厚さを

もって露出する．この凝灰岩層を浦山川凝灰岩と命

名する（Fig．11）．

秩父市巴町の荒川にかかる巴川橋の約450m下流

浩

では上位に3枚の石灰岩濃集層を伴う約20cmの灰

白色ゴマシオ状凝灰岩が露出する．同様の凝灰岩層

は，秩父市金室町の荒川右岸で，上位に石灰質濃集

層を伴って露出する．ここでの層厚は約90cmであ

る．この凝灰岩層を巴町凝灰岩と命名する（Fig．12）．

層序関係：本層昼，栃谷層の礫岩から漸移し，整

合関係であり，上限は不明である．
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7．地　質　年　代

秩父盆地第三系の浮遊性有孔虫化石の検討は，宮

戸層について，SAITO（1963）によって行なわれ，

し／日毎ぐけ／招J／l／ん／／JJJ仙・ん／●rJ／日毎Jt・／わい／（ムヽ／J・／／りハ几ヾ

かつまたは，Cわなどわ乃由〟雅たα〃αZOneに属すると

された．その後，SAITO＆MAIYA（1973）は，この

2つのゾーンを共にBLOW（1969）による新生界浮

遊性有孔虫分帯のN8に相当するとした．

湯川（1984MS）は，宮戸層下部から鷺ノ巣層まで

の浮遊性有孔虫化石を検討した結果，ODA（1977）の

し／り／一心J●／J／りん／‘・J　ヾん…川了rJ／り／癌りゾ川／／‘仙／J…／t／′／

zoneに相当し，このゾーンは，BLOW（1969）のN8

に相当するとした．また，高橋（1985MS）は，久那層

（上寺尾層中部に相当）までの浮遊性有孔虫化石の検

討の結果，同じくODA（1977）のCわ∠鹿gわ紹0んわs

sわα犯以S／Gわ物ぞγわαお山　乃5〟gねzoneに相当する

としている．

従って，本第三系は，15Ma～16Maの間，下部中

新統上部に相当する．

8．地　質　構　造

調査地域は全層準についてほぼ北西一南東の軸を

持ち，南東にプランジする摺曲構造をしている（Fig．

3，Fig．13）．調査地域北部に於て，牛首峠層及び小鹿

野町層群は南南東に約300の傾斜をもち，下位から上

位に向かってやや急になる傾向がある．これらの地

層は調査地域中西部，小鹿野町付近でその走向を急

に変化させ，西部ではほぼ南北の走向で，東に約500

の傾斜をもつ．更に，宮戸層の下部及び牛首峠層の

基盤岩との境界付近では傾斜が800前後と急になっ

ている．また，国神及び下目野沢に分布する牛首峠

層は，ほぼ南北の走向をもつ．上位の奈倉層は，下

寺尾付近で走向を南北に変え，東に400前後傾斜する．

鷺ノ巣層及び桜井層は，秩父市山田，黒谷付近で北

北西一南南東に軸をもつ摺曲構造をとり，特に木戸

原ではドーム状構造をとる．その上位に整合で重な

る上寺尾層は秩父市街及び久邪を中心とした盆状構

造をとる．

調査地域は，出牛一票谷断層，谷津断層，苅米断
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層によって第三系が東縁を限られ，三波川変成岩類

と接する．また南縁は，日野断層，日野田断層，浦

山口断層，白川断層によって，第三系が秩父系と接

する．一方，北部と西部は，主に不整合によって第

三系が基盤岩を被う．調査地域内を走る断層は，ほ

ぼ北東一南西に走向をもつものが主体で，それらは

100m前後の南落ちの変位を与えている．

調査地域の主な断層について以下に述べる．

（1）出牛一黒谷断層（Jyushi－KuroyaFault）

本断層は，調査地域東部の黒谷から国神を経て，

北の牛首峠に達し，ほぼ北北西一南南東の走向をも

つ．本断層を境として，牛首峠層から栃谷層までの

第三系は三波川変成岩類と接する．本断層の位置は，

金沢の小六と天沢の間，皆野町大淵の荒川右岸，木

毛の東の沢，黒谷の和銅採鉱跡，その南の沢，小樽

から東に向かう沢，美ノ山へ向かう道路の切り通し，

瑞岩寺の南の沢に於て確認される．このうち，和銅

採鉱跡では，N420W，700Eの走向，傾斜を有し，断

層面上に850北にプランジする条線が確認される．小

樽から東に向かう沢では，N2lOW，730W，美ノ山へ

向かう道では，N180W，700W，N250W，720Wの走向，

傾斜が確認される．

（2）破風屋断層（HafuyaFault）

本断層は北東一南西に走向をもち，破風屋にて出

牛一黒谷断層を横切る．破風屋の横瀬川右岸では，

N680E，730Sの走向，傾斜をもち，下盤の鷲ノ巣層上

部細礫岩が上盤の鷺ノ巣層中部泥質砂岩と接し，見

かけ上逆断層である．

（3）谷津断層（YazuFault）

本断層は，調査地域東部の栃谷から上山田に至る

断層で，北東一南西の走向をもつ．本断層の断層面

を直接見ることはできないが，下郷から曽根坂に至

る道路脇，大棚沢にかかる弁天橋付近で，栃谷層上

部が三波川変成岩類と近接する．

（4）苅米断層（KarigomeFault）

本断層は，山田から苅米にかけてほぼ南北に伸び，

栃谷層と三波川変成岩類を境する．本断層は，矢迫

に於てN170W，530Wの断層面が確認でき，本断層に
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Fig．13　Distribution of folds and faults，in the Chichibu Basin・Arrowincirclesindicatestheplunge

direction of the fold axis，and numbers are plunge angle．N：Number of the Dip and Strike used to

calculate fordirection offold axis．

よって横瀬川右岸に露出する栃谷層中位の泥岩が断

たれ，対岸由は見ることができない．他に，川東か

ら東に向かう山道及び関入谷に於て栃谷層の礫岩と

二波川変成岩頬が近接するのが見られる．

（5）川東断層（KawahigashiFault）

本断層は，苅米から川東にかけて南北もしくは北

西一両乗り伸びるもので，関入谷でN150W，440Eの

走向，傾斜が確認でき，その上流約50mにわたって

緑色片岩が露出し，その東では再び第三系の礫岩が

露出する．

（6）根古屋断層（NegoyaFault）

本断層は，一一潰瀬村根古屋‾に‾ヨ甘栗二南西‾の走向を

もって伸び，上寺尾層と，秩父系チャート，砂岩頁

岩互層とが近接する．断層面は確認できない．

（7）日野田断層（Hinota Fault）

本断層は，日野田の南にほぼ東西の走向をもって

伸する‾．断層の位置は，横瀬村一番から南西に入る

沢で，N550W，590Eの断層面が確認されるが，他は，

秩父系のチャートもしくは頁岩が露出し始める位置

と推定される．
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（8）横瀬断層（YokozeFault）

本断層は，山田から南西の走向をもって伸び，南

端は浦山口断層によって断たれる．本断層の北西側

では上寺尾層の砂質泥岩が北西一南東の走向，南に

約300の傾斜をもって横瀬川に露出するが，横瀬川の

支流を東に入ると，走向を南北に変え，かつ100前後

の緩傾斜となる．一方，断層の東側では下横瀬橋の

北で鷺ノ巣層上部に見られる花崗砂岩が露出し，横

瀬川の上流に向かって栃谷層の赤色チャートを含む

礫岩，上寺尾層の泥質砂岩を主体とした石灰岩を含

む層が露出する．従って，この付近に著しい北落ち

の断層が存在することは確実と思われるが，断層の

露頭が見られないことから推定断層とする．本断層

の変位は北落ち約1000mと推定される．

（9）浦山口断層（UrayamaguchiFault）

本断層は，浦山口河口の右岸に，N70E，560Wの走

向傾斜をもってほぼ南北に走る．本断層は，上寺尾

層上部と，秩父系チャートを境する．

（10）日野断層（HinoFault）

本断層は，久郡から寺沢に至る間の東北東一西南

西に走向を持つ断層である．本断層を境として，宮

戸層から奈倉層，及び上寺尾層が秩父系チャートと

接する．浦山川ではN870E，780S，N700E，78OSの走

向，傾斜が確認でき，西方では，安谷川及びその支

流でその位置が確認される．

なお，本断層は，藤田ほか（1980）によって確実度

ⅠⅠをもつ右ずれ活断層として，浦山口断層の名を

もって報告されている．しかし，井尻ほか（1950），

渡部ほか（1950），ARAI＆KANNO（1960）は，共に

本断層を日野断層としていることからここでは従来

用いられている名称に従い，本断層を日野断層と呼

ぶ．

（11）下日野断層（ShimohinoFault）

本断層は，安谷川河口の下日野から栃久保に至る

と思われる断層である．安谷川河口から上流には，

栃谷層が北西一南東の走向をもって露出するが，河

口から約450m上流の地点から日野断層までの間は，

奈倉層の泥質砂岩及び礫岩が北東一南西走向，北傾
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斜をもって露出する．また，本断層の西の大塚では

奈倉層，桜井層，吉田層の砂岩，礫岩が約800と急傾

斜になり，南に向かうにつれて走向を徐々に東西に

変える．従って，本断層は，大塚付近を軸とした蝶

つがい断層となっていると考えられる．

（18　白川断層（ShirakawaFadt）

本断層は，調査地域南西部に於て北西一南東の走

向をもって第三系と秩父系を限る正断層である．本

断層は，谷津川にて，N270W，690Eの走向，傾斜を

もち，宮戸層とチャートが接するが，その上流約

150mの間は著しく破砕されたチャートが露出する．

（13）古池断層（FuruikeFault）

本断層は，贅川の上流の古池から，伊豆沢の上流

沢浦に至る北東一南西の断層である．本断層は牛首

峠層から吉田層にかけて約130m，南落ちの変位を

与える．本断層は古池にてN220E，51OWの走向，傾

斜，約1mの破砕帯をもつ断層面を見ることができ

る．

（弼　岩殿沢断層（IwatonozawaFault）

本断層は，岩殿沢の南に北西一南東の走向をもっ

て牛首峠層の礫岩と，秩父系を境する．本断層は，

東西2ヶ所で断層面を見ることができ，それぞれ，

N350W，500E，N360W，580Eの走向，傾斜を有し，

東では約2mの破砕帯を伴う．

（19　大棚部断層（00tanabeFadt）

本断層は，大棚部から千鹿谷沢の南を通り，飯田

に至る断層である．本断層は，大棚部でN360E，700

W，千鹿谷沢の南の沢でN700E，800S，飯田から嶽／I

腰に向かう道路の東側でN690E，790Nの断層面が観

察される．断層面上には，大棚部で630北に，嶽ノ腰

では230北にそれぞれプランジする条線が見られる．

本断層は，牛首峠層，宮戸層に南落ちの変位を与え

ており，条線に沿う変位量は約90mである．

（16）矢畑一上飯田断層（Yahata－KamiiidaFault）

本断層は，矢畑から宮戸を経て上飯田に至る北

東一南西の走向をもつ断層である．本断層は矢畑の
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吉田川左岸にてN57OE，61OS，約400m上流の右岸に

てN45OE，62OS，宮戸の巣掛橋の150m上流でN70O

E，480S，岩殿沢と赤平川の合流点付近では，N370E，

300Nの断層面が観察される．本断層は，牛首峠層か

ら吉田層までの間に，約280mの南落ちの垂直変位

を与えている．

（17）登蚊沢断層（NoborikazawaFadt）

本断層は，阿熊の登蚊沢から富田の赤平川に至る

西北西一東南東の断層である．本断層は赤平川右岸

でN500W，780Sの断層面をもって宮戸層下部の凝

灰質砂岩と，富田泥岩部層の泥岩を境し，凝灰質砂

岩に，巾約3mの破砕帯を有する断層2本を伴う．本

断層は，南落ちで約30mの垂直変位を有する．

（18）富田断層（TomitaFault）

本断層は，富田から桜ケ谷にかけて，北北東一南

南西に伸びる断層である．本断層は奈良川橋の上流

約40mの赤平川右岸でN300E，70OEの断層面が確

認され，約30cmの破砕帯をもって宮戸層下部の凝

灰質砂岩と，富田泥岩部層の泥岩が接する．

（19）太田断層（00taFault）

本断層は，桜ケ谷から太田に至るほぼ南北の走向

をもつ断層で，牛首峠層，宮戸層に変位を与える．

本断層は県道の北の切り通しで，N60E，680Wの断層

面をもって東側に白砂砂岩部層の中粒砂岩，西に秩

父系の頁岩が露出する．

富田断層と太田断層に狭まれた地域は，北東一南

西の走向をもち南東に傾斜しており，付近の一般的

な走向傾斜と異なる．

（20）小柱断層（KobashiraFault）

本断層は，野巻から大浜にかけてほぼ東西に伸び

る推定断層である．郷平橋の上流約350mの赤平川

左岸には，北東一南西の走向を有する白砂砂岩部層

が露出するが，右岸には，本部層は見られず，富田

泥岩部層に相当する泥岩の露出を見る．更に，その

上位層にも岩相分布にずれが見られることから，本

断層の存在が推定される．本断層の変位は南落ち約

60mと推定される．
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（21）蟹沢断層（Ganinozawaf’a山t）

本断層は，前原から根古屋に至るほぼ北西一南東

の走向をもつ断層で，南端は小柱断層によって断た

れる．本断層は，牛首峠層と秩父系を境し，南端で

は牛首峠層と宮戸層下部に，西落ちの変位を与える．

本断層は，荒川と赤平川の合流点の約100m下流の

荒川左岸に，N200W，620Wの断層面をもって花崗砂

岩と礫岩が接する他，柴岡から南に向かう沢では，

秩父系の緑色砂岩が，N50W，600E方向に著しく努断

されており，直ぐ東には牛首峠層の礫岩が露出する．

調査地域の東縁には，多数の摺曲構造が見られる．

これらの摺曲についてそれぞれの摺曲軸を求めたも

のを，図13に示す．稽曲軸の求め方については10．A

－2（1）で詳述する．

摺曲軸は，北部でほぼ北北西一南南東の軸をもち，

南方に向かうにつれ，東西に向きを変える．また，

軸は全体として，ほとんどプランジを示さないが，

秩父市及び横瀬ではやや南東にプランジする傾向が

見られる．

これら摺曲軸方向は，その袴曲に最も近い断層の

走向と良く一致していることがわかる．即ち，金沢，

柳田，破風屋，木戸原の摺曲は，出牛一票谷断層，

山田仏）は，谷津断層，六番の摺曲は川東断層，宇根

の摺曲は日野田断層，久邪の摺曲は日野断層のそれ

ぞれの走向と良く一致する．このことは，これら摺

曲構造はそれぞれの断層運動の結果生じたものであ

ることを示唆する．また，秩父市の稽曲は，最も近

い横瀬断層の走向と直交している．この稽曲は，他

の摺曲と異なり波長が3倍以上もある．しかも，盆

状の構造をもっており，その南東翼が横瀬断層で断

たれた形となっている．従って，この摺曲は断層運

動によって生じたというより，むしろ盆地全体の北

西一南東の摺曲構造に伴うものと考えられる．

9．古流向及び帯磁率異方性

調査地域の第三系堆積物中には，堆積時の状態を

示す堆積構造が良く発達しており，ARAI（1960）に

ょってその詳細な報告がなされた．その後，山内，

後藤（1971）により，流痕による古流系の復元が試み
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られた．しかし，山内，後藤（1971）では，特に調査

地域西部に於てgroovemarkの観察が主であり，流

れの向きが明らかでない．更に，上位の秩父町層群

については，流痕が少なく流向が明らかでない．そ

こで，本研究では野外調査に於て流痕の測定を行な

うと共に，岩石の帯磁率異方性を用いて古流向の推

定を試みた．

流痕は，主にタービダイトの礫岩の下面及び砂岩

の中に良く発達する．本調査地域で流向を示す堆積

構造の主なものとして，flowmark，grOOVemark，

ripplemark，bouncemark，CrOSSbedがあり，まれ

にcrescent mark，foreset bed（礫岩）などがある．

流痕の方向の測定は，その流向を示すと思われる方

向と，地層の走向とのなす角を測定した．流向は，

地層の傾斜を，地層の走向を軸に水平にもどした状

態での方向とする．

A．帯磁率異方性による古流向の推定

古地磁気測定用試料を用いて，帯磁率異方性を同

時に測定した．

磁場中に磁性鉱物を置いた場合，その形状異方性

から鉱物の長軸方向と磁場の方向が一致した時，最

大の帯磁率を持つ．従って，磁場中で試料の磁化を

測定した時得られる帯磁率異方性は，試料内の磁性

鉱物の平均的な配列方向を示していると考えられる．

この最大の帯磁率を持つ方向をMax（長軸），中間の

帯磁率を持つ方向をInt（中間軸），最小の帯磁率を

持つ方向をMin（短軸）とする（小山，新妻，1983）．

1地点の試料から3個測定しているため，それぞ

れの軸についてまとまりの差が生じる．これは，岩

石採取時の誤差，磁化測定時の誤差，岩石中の磁性

鉱物の方向のまとまり具合によるものである．従っ

て，ここでは三軸が全て半径約300以内のまとまりを

示すものについて，MaxとMinの軸が水平面との

なす角度（00～300，300～600，600～900）で分類を行

なった．

山方，砕屑物質が堆積する場合，長軸は水平に近

く，短軸は垂直に近く立つ時が最も安定した堆積状

態であると考えられる．そこで，分類した中でも00＜

Max＜300，600＜Min＜900のものについて，その時予

想される流向の方向を求めた．その際，Max（長軸）
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とMin（短軸）の伸長方向が直線上に並ぶものをA

type，Max（長軸）とMin（短軸）の伸長方向が直交す

るものをBtypeとし，前者につし－ては長軸方向，後

者については短軸の逆方向に流向を示すものとした．

得られた方向を，山内，後藤（1971）及び本研究で

の野外調査によって得られた流向と比較，検討した．

その結果，A typeについては，長軸方向（Max）と，

野外で得られる流向が良く一致するが，Btypeにつ

いては，短軸の逆方向がその流向と直交したり，反

対になるものがある．このBtypeについて見ると，

流向と一致しないものは全て，短軸の分布が垂直に

立っており，天頂を狭んで両側に分布するものであ

る．

以上のことから，帯磁率異方性から流向を推定す

る場合，00＜Max＜300，600＜Min＜90で半径約300

以内のまとまりをもを「特にBtypeについては短軸

が天頂の片側にまとまっているものについて流向を

検討することにした．

R．古流系の推定

山内，後藤（1971）及び本研究に於ける野外調査に

よって得られた流向，帯磁率異方性によって得られ

た流向を各層別に示したのがFig．14である．

以下，各層の流向について考察を行なう．なお，

ここで用いる方位は，現在の調査地域の北に対する

方位であり，堆積当時の絶対方位を示すものではな

い．

（1）牛首峠層，宮戸層（a）

牛首峠層及び宮戸層下部は，本層北部で北から南

の流向を示す．一方，宮戸層上部は本層西部に於て

南から北への流向を示す．

宮戸層下部は，斜交層を有する凝灰質砂岩より成

り，また，10章で述べる様に，残留磁化強度も他の

堆積物より高い値を示すことから，本第三系の主体

をなす堆積物とは供給源の異なる堆積物が北部から

供給されたと考えられる．

この凝灰質砂岩は上部で細粒化し，無層理となり，

本層の主体をなす泥岩勝ち砂岩泥岩互層に漸移する

ことから，本層中位では北からの堆積物の供給は減

少し，南からのタービダイト性堆積物の供給が主に
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Fig．14　PaleocurrentsintheChichibuNeogeneSystem・

（a）：TheperiodofUshikubitogeFormationandMiyatoFormation・（b）‥TheperiodofYoshidaForma・

tion．（C）：TheperiodofSakuraiFormation．（d）：TheperiodofNaguraFormation・（e）：Theperiod

ofSaginosuFormation，TochiyaFormationandKamiteraoFormation・
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なったと考えられる．

（2）吉田層（b）

本層については，北部は流れの向きは不明である

が，西部については，南から北への流れが顕著であ

り，宮戸層上部堆積以後，更に南方からの供給が進

んでいることを示している．

（3）桜井層（C）

本層南西部では依然南からの流れが見られるが，

北部に於ては西北西から東南東方向への流れが卓越

する．

本層は北部で急に層厚を増し，西部の二倍以上と

なる．更に，北部ではスランプ堆積構造が多く見ら

れることから，本層北部は；の時期，沈降し始め，

その沈降した分をタービダイトによる埋横のみで補

うことができず，スランプ堆積によって補っていた

と考えられる．この地域の沈降により相対的にその

北部は隆起し，南部から供給されたタービダイトは，

北の隆起帯に阻まれて流れを東に変えたものと思わ

れる．

（4）奈倉層（d）

本層堆積時には北西からの供給がいよいよ盛んに

なるが，一万，両からの供給も続いており，柴原礫

岩部層が北に薄層化し，収束していることと矛盾し

ない．

（5）鷲ノ巣層，栃谷層，上寺尾層（e）

鷺ノ巣層以上では，東部から、の堆積物の供給が著

しくなる．加えて，南部からの供給も続いており，こ

の時期には，盆地周辺部から現在の盆地中央部に流

れ込んでいたと考えられる．このことは，南部及び

東部に於て，レンズ状をなす礫岩層が多く狭在され，

特に南部では北に向かって急速にその厚さを減じる

ことからも示唆される．

調査地域南東隅の横瀬に於ける流向も，他と同様

盆地内に流入する傾向を示す．
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10．古地磁気測定結果

A．測定及びデータの選択

残留磁気測定に際し，全地点の試料について測定

用試料1個に対して5mTおきに最大30mTまで段

階的交番磁場消磁を行なった．段階消磁における代

表的な残留磁気方向の変化をFig．15に示す．

段階消磁による残留磁気方向は，全地点の半数近＼

くについて不規則に変化し，しかも同一の岩塊から

得た他の2つの試料の残留磁化方向も900以上離れ

た方向を示すものがある（Fig．15こa）．この様に残留

磁化方向のまとまりが悪くなる原因＼と↓て，岩石が

初めに獲得した磁化が不均質であったか，＼もしくは，

後の岩石の風化により獲得した二次的磁化による＼七

考えられる．また，35mTまで消磁を施したにもかか

わらす，地層の傾斜を補正する前の残留磁化方向が，

現在の地球磁場の方向を向いているものがある

（Fig．15－b）．一方，交流消磁にま、つて，二次的な残瞥

磁化成分が容易に取り除かれるもの（Fig．15－C），交

流消磁を施しても，残留磁化方向が変化しないもの

（Fig．15－d）がある．

消磁後の残留磁化の方向が過去の地球磁場方向の

記録として，信頼できるかどうかについて以下の基

準を設けて検討し，データの選択を行なった．

i）残留磁化を測定する際，試料の直交する三

軸の回りについて測定し，次に，試料を逆に

置き，再び三軸について測定する．この三軸

それぞれについて4対の磁化ベクトルが得ら

れ，この磁化ベクトルから，直交する三成分

それぞれについて2つの磁気ベクトルが求め

られる（小山・新妻，1983）．この2つのベク

トルの差を，残留磁化方向の角度の差に換算

したerrorangle（angulardispersion）が10C

以上のものは，測定用試料内の磁化が不均質

であるとして除外した．

ii）81／／盲により近似される残留磁化方向の

標準偏差に相当する角度（Collinson，1983）が，

1試料につき220以上のものは，その試料内の

磁化が不均質であるとして除外した．

iii）地層の傾斜補正前の残留磁化方向の95％

信頼円内に，現在の地球磁場方向を含むもの
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Table2　Results ofpaleomagnetic measurementsof

theearlyMiocenemarinesedimentsintheChichibu

Basin，CentralJapan（Ⅰ）．N：number of speci－

men，AFD：field strength of alternating field

demagnetization，Jn：magneticintensityinlO‾6

kA／m after AF demagnetization，D，I：declina－

tion andinclination of remanent magnetization

before tilt correction，D，1（Corrected）：declina－

tion andinclination of remanent magnetization

after tilt correction，EI：an angle of dispersion

Whichis calculated from　4　pairs of measured

magnetic vectors，k：preCision parameter，

α95：radius of　95％　confidence circle of the

measured directionin the site，0・：radius of an－

gular standard dispersion of paleomagnetic direc－

tionswhichisgivenby81／vrEr，Criterionofrejec－

tion forunreliablemagnetizationinthesite（i－iv）

and samplelithology are shownin remarks．S：

Sandstone，M：mudstone，T：tuff TS：tuff－

aceous sandstone．

qt十D Hハ〔17什n hJ∧Tn Tn n T D I E！　　k　　〝q【；　　ヶ　remarks

（m）　　（mT）　　　　　　　　（Corrected）

（XamlteraO Forl拍tion〉

CB54　6842　310　0．22134．6●53．6●26．9●49．4●　6．4●13．2　35．4●22．3■li H

こB35　6829　31□　0．219187．3　74．4143．2　65．010．8　2．1127．155．9　i S

CB15　67門　3　25　0．3粥　85．2　－D．日　84．815．9　3．9　66．915．2　9．9iv M

C353　6537　3　25　0．07317〕．3　56．8152．2　45．618．9　1．5　－－－　65．9　1M

CB4］6616　315　0．283　32〕．4　36．8312．138．Dl］＿5　1．9148．5　5己．8　i S

C331659ロ　315　0188　26．2　50．5・9．9　44．613．4　47．718．111．7　i H

CB52　6509　310　0・17219．2　56．7　39．6　58．2　8．11］．8　34．5　21．81ii M

CBU7　6487　3　20　0．2ロ1　0．5　42．315．4　68．7　23．8　2．6川2．8　50．2　i SM

CBl3　6478　3　20　0．261295．5　45．4303．2　56．911．6　2．5川1．3　50．Z i M

C3］4　642］3　201．19　75．4　68．9100－6　48．8　5．9　5．7　57．4　33．9ii S

CB］8　64川　315　0．2］4　5．日　41．517．5　53．511．919．6　28．618．3　i M

CB46　64川　310　0．355　5．158．5】40．4　7口．915．2　25．2　25．116．1i SM

CBO8　6393　3　川　0・415　5・2　58．7215．9　86．9　5．8　3．9　74．141．0ii S

CB516385　315　0．163　27．9　4］．9　58＿0　46．614．D122．311．2　7．3i M

C3］6　6218　310　D・199226・5　81．5195．5　軋4　9．7　5．8　62．6　36．2ii S

CB14　6171315　0・309278・3　21．0280＿9　39．510．5　31．3　22．414．5i M

CB16　6187　3　20　0・464324・4　34・6331．4〕6．5　9．4　68．015．19．8iiiS

CB45　6056　315　0・3473軋3　65・5　34．2　日2．5　7．31．1一一一　77．2ii S

CB44　6800　31口　0・3口3356・2　63・81日　57．811．911．2　38．7　24．21S

CB17　5944　3　28　0・410249・8　7ロ・22叩．2　80．2　5．7　4．4　67．3　38．5ii S

（Tochiya Formation）

CBO5　5846　3151－1519g・5－61・1245・2－51・8　2．71．9146．2　5日ii S

CB25　5832　3　20　2・3610・6　－5・118・9－52・3　5．0　2．1127．4　55．ヨii S

CB42　5814　3　20　D・329　46・2　39・8　62・7　34・6　8．21．0　－－－　82．6ii S
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Table3　Resultsofpaleomagneticmeasurementsof

theearlyMiocenemarinesedimentsintheChichibu

Basin，CentralJapan（II）．

Site Horizqn N AFl＝n D I D I EI k a35　　g renarks

（m） （mT）　　　　　　　　　（Corrected）

CBD6　57513　25　D．312164．0－36．〕196．0－46．311．3　3．9　73．2　41．O i S

C304　5688　315　0．578230．9　34．0216．4　34．6　8．1　2．3114．9　53．4ii S

CB32　5665　310　口．29511．5　43．3　27．0　39．1　8．巳　30．3　22．814．7iii S

（Saginosu FormatlOn）

CB58　5644］20　0．39834ロ．7　29．1345．6　20．1　4．5　2．61m．7　50．2ii S

C349　556］310　0．158　口．1］8．915，130．3　4．6　2．3115．5　5〕．41i S

CB48　5550　31［！0．229　68．2　5日．9　93．7　63．6　7．6　56．316．510．7　　　S

CB33　5475　315　0．207　8．4　51．6　27．2　48．311．1　2．8　96．2　48．4　1【S

C即9　5449　3　2口　0．232　46．5　41．4　48．5　31．8　g．2　2．5川0．3　50．2ii【S

CBl0　5409　3　25　口．451192．3　－3．5193．］　0．411．8　2．5107．5　51．Z i S

CB47　5384　310　0．269284．5　74．32］5．159．7　7．0　1．2　－－－　73．911S

CB口2　5243］15　ロ．28434ロ．135．8　22．9］9，3　7＿0　2．41□8．3　52＿3　日　S

C31ト　4884　3　20　0．352351．2－17．8339．3－22．0　4．5　3．4　81．9　43．911【

（Nagura FomatlOn）

C飢2　46413　25　0．343］31．5　42．3　2．145．211．7　2．6102．9　50．Z I S

CB38　4578　3　20　0．564355．2　49．7　23．4　57．9　4．310．141．125．51王　S

CB29　4541315　8．23凸328．8　59．］2軋3　80．31］．DID．8　41．2　25．6　i SM

CB37　4528　315　8．627　50．9．用．2　71．138．9　5、6　5．6　58．0　34．Zii S

Cも014516　315　口．256103．9　79．0137．3　60．91］、1　4．2　7口．2　39．5　1S

OG36　4487　315　D．634236．4　41．1265．ヨ　22．2　4、4　1．1－一一　77．2lI S

CB414484　315　0．254309．2　85．6144．3　54．3　9，8　6．3　53．8：2．3ii【S

CBl8　4434　3　20　0．304270．8　－1．6284．4　51．110、8　4．3　68．6］9．1i S

CB39　4］39　3　20　0．46614．3　48．4　4］．7　28．3　6．117＿8］ロ．819．6iii S

OG37　4243　3．201．1］315．3　55．□337．4　43．〕　4．D　2．2119．8　54．6ii S

OG38　4229　3　20　0．480日8．712．7115．5　22．5　9．81．0　－－－　81．0ii S

CBlヨ　42口8　3　20　0．352304．3－28．2295．3　3．4　9．8　35．9　20．913．5iv S

は，地層が傾斜した後に，現在の地球磁場の

下で再帯磁したものと見なして，除外した．

iv）その地点での平均した残留磁化方向の伏角

が350以下もしくは700以上のものは，磁極の

移動時もしくは，地磁気の逆転途中に磁化を

獲得したとみなし，除外した．

以上の結果，12地点のデータが信頼のおけるもの

として得られた．

しかし，これら12地点の試料は1地点につき1個

の定方位試料しか採取していないため，方位を記す

際の誤差が考慮されていない．また，採取した試料

がその試料内では均質な磁化を持っていても，露頭

単位では磁化が不均質であるかもしれない．そこで，

これら12地点につき，更に2個以上の試料を採取し
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Table4　Resultsofpaleomagnetic measurementsof

theearlyMiocenemarinesedimentsintheChichibu

Basin，CentralJapan（III）．

Site Hori20nIJ A印　Jll D I D I E工　　k d・95　　ヶ　ret旭rks

（m） （mT）　　　　　　　　（Corrected）

CB28　4147　3　28　0．216297．7　56．2244．8　73．6　5．2　4．3　68．6　39．l ii S

CR40　4134　315　0．274319．5　30．4318．6　51．4　7．812．2　37．0　23．2　日【S

CB26　4109　311】0．196357．0　25．817．4　37．2－17．3　2．2123．9　54．6　i HS

CB23　4897　3　Zq O．44D329．9　－4．8333．7　22．8　6．2　9．6　42．2　26．l ii S

CB55　4078　315　0．425333．4　30．6　8．4　27，4　6．3　4．9　63．136，5ii S

C飢3　4066　3　20　0．478］58．9　54＿7　56．177．8　3．9　6＿3　53．9　32．3ii S

（Sakurai Formation）

CB27L3983　315　0．565357．8　42．8　37．3　53．6　5．6　28．6　27．917．8i＝S

CB27R3983　310　0．4g5357．6　36．9　30．0　49．8　4．2　42．719．112．4iii S

CB24　3958　3　20　0．9341g2．4－35．1220．8－53．7　3．6　6．5　53．0　31．8ii S

CBZq　3917　3　25　8．356179．9－55．7287．5－32．7　g．9　3．2　84．7　45．】ii S

OG53　3e613　25　8．261302．5　27．4347．2　42．918．9　2．1126．5　55．7　i S

OG27　3834　3　20　ロ．818159．7－26．1168．6　49．7　5．7　1．1－…　77．2ii S

OG25　3725　3　38　8．684322．814．4339．3　43．1　6．9　1．7　日－　62．1ii S

OG85　36ヨロ　3　28　8．43811．ヨ　28．3　28．0　48．5　9．3　5．7　57．2　33．9ii S

OG413643　3　25　口．43124．2　55．7　61．9　63．6　8．8　40．21g．712．8iiiS

OG513597　315　8．4521．144．117．5　59．814．0　26．6　24．415．7i S

OGCZ　3583　315　8．516179．8－25，5　26．8　69．715．310，4　4軋3　25．1　j S

OG25　3555　3　25　0．円5322．5　36－2386．8　67．4　4．11】．9　34．4　21．7iiiS

OG39　35Z7　415　8・767254・5　57．1216．9　56．16．31．2・…一　73．9ii S

OG30〕424　3　20　0・226331．0　67．］292．5　87．719．31】．3　35．3　22．2i S

OG42　3351315　D．門8348．9　61．9　4g．3　48．5　4．5　28．ヨ　2】．415．liiiS

OG24　3329　315　口・725338．0－38．3337．3　－6．4　4．41．6　－－－　64．ロii S

OG52　3319　3　川1・5413・8　56・7　49．4　57．18．122．8　26．417．qiiiS

OGID　3843　3　20　0・562263・3－73・3283．4－54．4　9．6　2．7　93．7　49．3ii S

て残留磁化を測定し，前述の基準に従い，その信頼

性を判断した．その結果，1地点について前述の基

準ii）によって除外されたが，他は全て基準を通過し

た．

更に，これら11地点の試料と，除外された試料の

一部についてマイクロ波消磁を行なった．

基準iiiにより除外された試料，即ち，交流消磁後

も傾斜補正を行う前の残留磁化方向が，現在の地球

磁場と平行である試料は，10分間までの段階的マイ

クロ波消磁により，その方向を変化させるが，その

動きは不規則である（Fig．15－e）．一方，残った11地

点の試料は全て10分間までのマイクロ波消磁に対し

て安定である（Fig．15－f）．

以上より，これら11地点の残留磁化が信頼できる

古地磁気を示すものとして得られた（Table3，Fig．

浩

Table5　Resultsofpaleomagneticmeasurementsof

theearlyMiocenemarinesedimentsintheChichibu

Basin，CentralJapan（IV）．

Site HoriZOn H AFD Jn D I D I EI k　α95　　ヶ　remarks

（m）　（mT）　　　　　　　　（Corrected）

（Yoミhida Formation）

OGO12772　3　2D D．379　37．9　35．4　39．9　25．911．5　8．0　46．7　28，6　i S

OG28　2788　5　20　0．979　2g．8　51．8　70．4　63．6　4．4424．2　3．7　3．9　　　T

OG29　2707　3　20　8，484247．6－21．3258．5－21．8　4．7　1．5　－－－　56．1　日　S

OGO4　2685　315　0．254　95．5　26．4103．812．517．6　2．8138．2　57．3　i S

OG2］2641315　0．172288．8　42．5258．154．517．5　7．7　48．129．1i S

OGZ0　2359　3　30　0．445232．8－69．7248．7－19．4　7．212．8　36．122．6ii S

OGl5　2328　3　20　0．368274．5－31．1276．9　－5．0　9．5　2．2121．口　54．6ii S

OGlZ Z］23　515　0．823224．5－57．4254．9－61．4　4．5　39．612．312．9　　　S

OG32　2299　5　25　0．695235．9－57．5268．3－44．6　5．0　24．315．916．5　　　S

OGO5　2277　315　0．323322．1　5．3318．4　29．9　6．512．8　35．口　22．6ii S

OG08L2255　315　0．173307．7　39．012．7　64．215．4　5．9　56．2　33．3　i S

OG88M2255　3．15　0．2□6　87．7　39．2111．2　35．715．9　2．18臥155．〕i S

拡03　2234’315　8．24021口．3－63．3214．7－48．6　20．3　2．9　92．7　47．6　i S

OG47　2212　310　0．303283．0－39．7298．5－32．8　7．D　8．3　45．8　28．1ii S

OG39L2198　310　8，367287．8　27．3封6．157．51口．5　35．0　21．213．7　i S

OG39RZ198　310　8．486】21．0　47，】13．9　33．3　3．414．5　33．4　21．3iii S

OG21215ヨJlO　8．236306．6　49．1　ヨ．3　66．0　21．7　7．2　軋9　30．2　i S

OG22　2098　3　38　口．3402口3．4－53．】226，0－25．1　3．515．8　32．2　28．4iv S

OG131953　315　7．24　3什0　71・．8　43．121．01．8　42．219．212．5iii S

OG181874　3　20　0・395　48．ユ　34．3　51．8－16．8　5．17．弧8　30－6ii S

（Hiyato Formation）

OG171759　315　0・096　6・0－13・4356・4－23．5　31．61．2　－－－　73．g i S

OG161697　3　20　0・191295・7－36・3283・8－15．918．7　3．0　98．0　46．8i S

OG461634　3　20　D・297343・1－66・6286・3－30，411・6　5．9　56－4　33．3i S

OG141580　315　0・373319・9　25・8358・519．4　9・8　8．7　44．7　27．5ii S

OG481498　315　口・226217・8－68・0243・9－31・8　8・4　37．4　20．513．2iv S

16）．逆帯磁のものは正帯磁に変換してその平均方向

を求めると，偏角D＝93．70，伏角Ⅰ＝52．70．，95％信頼

円半径は8．30である（Fig．17）．

これらの試料の岩相は，薄い薬理を持つ中粒一粗

粒砂岩，凝灰岩，凝灰質砂岩である．

A－1．残留磁化強度

Fig．18は，各地層の残留磁化強度と，その強度を

持つ地点の数の間のヒストグラムである．

測定した全試料のNRM（自然残留磁化）強度は，

2×10‾7kA／mから6×10－5kA／mであり，交番磁

場消磁後の残留磁化強度は6×10‾8kA／mから2×

10‾5kA／mである．

残留磁化強度が，5×10－7kA／mよりも小さいも

のは，ほとんど，基準i及びiiによって除外されて

いる．基準iiiにより除外されたものは，5×10－7kA／
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Table6　Resultsofpaleomagneticmeasurementsof

theearlyMiocenemarinesedimentsintheChichibu

Basin，CentralJapan（Ⅴ）．

Site HoriZ0n N AFD Jn D I D I EI k　α95　J re旭rks

（Corrected）（m）　　（爪T）

OGll1257　315　0．252】3．7　29．4　34，9－25．9　8．3　54＿716．911．OiV S

OG341283　3　20　0．461122．2－30．0196．7－39．911．2　9．6　42．3　26．l i TS

OG4312ロ3　3　20　0．263109．5－44．1219．0－63．910．6　59．516．110．5　i TS

OG4ロ1136　5　Zq　0．701　3．9－63．1249．4－40．2　3．6　91．3　8．5　9．8　i TS

OG331136　310　0．63915．7　59．3　45．4　8．5　2．5139．51D．5　6．9iii T

OG581136】20　0．124　61．6－32．6312．3－76．513．5　2．5106．2　51．2　i T

OG191136　3　20　8．156181．7　3．6175．1　9．9　27．2　8．9　－－－　85．4　1S

OG441135　3　25　D．148180．7－83．6258．8－27．3　7．115．9　32．O Zq．3iv TS

OG49　911315　0．249359．8　－2．3358．9　2．7　5．5　2．3114．9　53．4ii TS

OG45・911315　日．355〕8．3　－9．8　6．2－38．8　6．5　7．3　49．5　38．n ii TS

OG35　911　5　2【11．01　14．8－51．1279，6－49．6　2．918．718．118．7　　　TS

OGO7　777　315　0．418164．1－65．1272．4　－86．711．8　29．2　2〕．215．O i M

OG31　767　3　28　0．3821摘．1－43．9185．6－24．5　7．8　g．5　42．4　26．3ii S

H（15　　755　515　0．219　241．5　－43．1255．4　－50．811．1　9．6　26．8　26．2　i S

Hlく02　762　3　30　8．6DO27D．5　－3．1272．0　－6．3

日く07　　760　3　20　2．78　346．9　36．4　27．8　47．2

描く25　748　3　25　9．07　352．2　－2．7351．6　1．S

H“川　746　31515．3　　　3．7　42．8349．0　66．1

HKl1　688　3］0　2．47　30．8　68．0161．6　75．8

HX25　664　315　0．388330．5　－5．5326．7　24．6

H和9　654　315　0．664269．515．0348．7　73．g

Hm6　653　3　20　4．94　346．3　68．5　28．6　55．2

目玉16　647　4　25　2．76　258．3－42．7284．2－39．4

HX17　537　3　2ロ17．2　329．5」相．8　2．6　68．1

HX19　635　5　25】．ロコ　257．9－56．4387．4う6．6

川（20　634　3　25　0．358385．8－15．3389．5　－2．3

Hlく21　620　3　201．59　314，1－5．6312．】12．8

日柁2　616　3　25　0．481271．2－27．9283．7　－9．9

4．5　95．812．7　8．3iv S

l．3　29．9　23．814．8iii TS

l．9　　9．4　42．4　26．3ii TS

l．2　49．417．711．5iii TS

l．7364．9　6．5　4＿2iY TS

7．7　1．2　－－－　73＿g ii TS

8．515．8　32．120．4iv TS

1．6　25．8　24．815．9iii S

】．0　51．812．911．3　　　TS

O．6　242．9　7．9　5．2　iH TS

2．3173．1　5．8　6．6　　　TS

9．9　3．6　77．2　42－7ii TS

2．2　1．2　－－－　73．9ii TS

Z．913．2　35．3　22．3ii TS

Table7　Resultsofpaleomagneticmeasurementsof

theearlyMiocenemarinesedimentsintheChichi・

bu Basin，CentralJapan（VI）・

Site HoriZOn N肝p Jn D I p I EI k　α95　J re脱rrミ

（m）＿＿（mT）　　　　　　（corTetted）　　　　　　　　　　　一

帖13　513　6　20　8．777270．9－50．2276・8－55・6　4・117・316・619・5　　TS

HXO］　687　3　201．61258．7－51．92即．4－臥5　2・4　1・0　－－－　81・Oii S

Hk18　596　3151．58　1．7　58．5　35．4　51．3　2・3　53・217，111・liiiTS

膿12　594　5　25　2．41250．5－56．6282．0－44．8　2．4　75．8　8．8　9－2　　S

椰01　542　315　0．549320．0　42，7291．8　61．8　7．1　9．5　42．4　26．3ii TS

腫88　539　315　0．348341．3　29．1348．9　58．213．917．6　30・319・3　i TS

膵04　535　515　2．58　268．8－33＿0286．2－40．5　2．116．019．7　2ロー3　　　S

Hm5　507　3　20　0．082336．6　－6．0339．2　22．2　37．9　0．9　…－　76．8　i S

（Ushikubitoge For旭tion）

Hl（14　　　　4　25　4．45　351，3　67．7　31．2　42．71，3　2525．1　2．5　1．6iii TS
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Table8　Reliable remanent magnetizations of the

early Miocene marine sedimentsin the Chichibu

Basin，CentralJapan．N：numberofspecimen，

AFD：fieldstrengthofalternatingfielddemagne－

tization，D，Ⅰ：declinationandinclinationofre一

manentmagnetizationbeforetiltcorrection，D，I

（Corrected）：declination andinclination of rema－

nentmagnetizationaftertiltcorrection，k：pre－

cisionparameter，α95：radiusof95％confidence

circle of the measured directionin the site，6：

radiusofangularstandarddispersion ofpaleoma－

gneticdirectionswhichisgivenby81／ノ耳，Lat，

Long：latitudeandlongitudeofvirtualgeomagne－

ticpolepisition（north－Seekingpole），Lith：lith0－

logy（S：Sandstone，M：mudstone，T：tuff
andTS：tuffaceoussandstone）．

Site Horizon N AFD D I D l k Lr95　　g Lat LonS Lith

（m）　（mT）　　　　　（corrected）　　　　　　　　　（N）　（E）

CB48　5550　310　68．2●59．8‘93．7●63．6●56．816．5‘10．7●22．9●171．3●　s

OGZ8　2708　5　20　29．8　51．8　70．4　63．6　424．2　1．7　3．9　37．5　164．3　T

OG12　2323　515224．6－57．4254．9tSl．4　39．612．312．9〕3．5　162．4　S

OG32　2299　5　25235．9－57．5268．3－44．6　24．315．816．5　22．5　147．9　S

8G401136　5　20　3．9－6］．1249．4　－40．2　81．3　8．5　9．0　2g．4　1〕9．2　TS

OG35　911　5：D14．8－51．1279．5－49．618．7・川．118．71ロ．4　161．1TS

HX16　647　4　25258．3－42．7284．2－39．4　51．812．911．〕　2．3　157．2　TS

HXlg　635　5　25257．9－56．4　307．4－56．6173．1　5．8　6．2　2．1178．3　TS

Hlく1】　613　6　20270．9－50．2276．8－55．5　17．316．619．515．6　164．6　TS

HX12　594　5　25250．5－56．6282．0－44．0　76．8　8．8　9．2　6．8　158．7　S

HXO4　　536　515268．0－3】．0286．2－48．515．819．7　20，3　1．3　158．ヨ　S

mよりも強い残留磁化強度を示す．基準ivにより除

外されたものは，残留磁化強度との間に特に関係が

見られない．

また，各層毎に見ると，桜井層と牛首層を除き，

2×10‾7～5×10‾7kA／mの残留磁化強度を持つもの

が最も多いことがわかる．しかし，宮戸層では2×

10－6～5×10‾6kA／mに再び集中するバイモーダル

な分布を示す．この高い強度を示す試料は全て，宮

戸層下部の調査地域北部に分布する凝灰質砂岩であ

り，堆積物の供給源が同層の他のものとは異なるこ

とを示唆している．

A－2．稽曲のプランジ補正

測定した残留磁化方向は，地層の傾斜について補

正する時，現在傾斜している地層を水平線（走向線）

を軸として回転させ，水平にもどす方法をとってい

る．しかし，地層が摺曲し，その軸がプランジして

いる時は，この補正方法では残留磁化方向に水平回
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Fig・16　RelativedeclinationsofremanentmagnetizationintheChichibubasin，CentralJapan．Solidarrow

forthenormalpolarity，OpenarrOWforreversedpolarity・Inthecaseofreversedpolarity，OpenarrOWS

Showoppositedirection・Solidcirclesaresamplinglocalitiesforpaleomagneticstudy．

転成分が加わり，摺曲軸の両翼で異なった残留磁化

方向を示すことになる．

秩父盆地第三系は，全体として南東にプランジす

る軸をもつ袴曲構造をとる．このような構造は，北

部の地層を南へ，西部の地層を東へそれぞれ走向線

を軸として傾斜させることによって形成することが

できるが，一方で，地層が水平な軸をもって摺曲し

た後，南東にプランジしたとも考えられる．そこで，

この摺曲の軸を求め，その摺曲軸を水平にもどした

後，地層の傾きを水平にもどして残留磁気方向を計

算した．
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CHICHIB］

Rfter bedding

COr「eCtjon

HK19

蟄㍉；き○

hemjsphere：

（某）DueF（○）uppeF

HKO4

HK16

HK12

0G35

oG32一口‾’＼

oG40／P OG12

Fig．17　Reliable directions of remanent magnetiza－

tion oftheearly Miocenemarinesedimentsinthe

ChichibuBasin，CentralJapan．Circles represent

95％confidencelimitofmeandirection；SOlidline

Onlower hemisphere and dottedline on upper

hemisphere．

（1）摺曲軸の計算方法

従来，地層の稽曲軸は，シュミットネット上に層

理面の極をプロットし，その分布に沿った大円を目

測によって描き，その極を求めることによって行

なっていた．しかしこの方法では，目測によって大

円を描くため，求めた結果の客観性という点で疑問

が残る．そこで，この大円を最小二乗法を用いて決

定することを試みた．

まず，層理面の極貧を長さ1の単位ベクトルと

し，三次元直交座標系の各成分に分解する．

乃＝（戒〆，Zf）（滋2＋〆2十ZZ2＝1）

求める大円はこの座標系上で，原点を通る平面であ

り，

α：α＋毎＋cz＝0，（α2＋占2＋C2＝1）………‥（1）

とすると，極の各点貧から平面αまでの距離の二乗

和〝は，

．ヽ■

〃＝∑
t■＝1 （票響き幻2＝卦肪言わ汗czf）2
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crjterjaiv）

⊂＝＝コ　Rejected
両th the

c再terうa　川）
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wlth the

crうterja H）
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with the
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Formatjon
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Ushjkubjtoge
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（kA／m）

Fig．18　Histograms of rejected site number versus

remanentintensityineach Formation，

このガを最小にするα，占，Cの値を求めればよい．

α2＋∂2＋C2＝1の条件から，ラグランジェの未定乗

数kを用いて

〃＝∑（αf＋如f十cz‘）2十烏・（α2＋∂2十C2－1）

とおくと，∂〟／お＝0，∂〃石油＝0，∂〃／∂C＝0より

†（及f2－ゑ）・α＋及f・ツ‘・あ＋滋f・∬‘・C＝0

あ・γi・α＋（みf2－た）・∂＋みど・Zi・C＝0

且zi・∬f・α＋考古・Zi・∂十（滋f2－た・C＝0

……………………（3）

が得られる．（3）式が，a＝b＝C＝0以外で成立するた

めには，行列式



148

及f2一点　ar・カ　滋‘・∬f

及f・カ．恥2一点　み軌・Zf

且zf・∬f　みf・Z‘滋f2一点

＝0
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を満たす烏を求めればよい．このことは即ち，行列

の固有値を求めることと同じであり，ここでは，

Jacobi法を用いて固有値を求めた．求めた固有値k

から，固有ベクトル（a，b，C）即ち平面の法線ベクト

ルが求まりこれが摺曲軸の方向である．

以上は，N－88　BASICによ　りプログラム

”FOLDPL2”を組み，NEC PC－9801により計算を

行なった．

（2）摺曲軸プランジ補正結果

秩父盆地の中で最も大きい北西一南東に軸をもつ

神曲の軸は，宮戸層から奈倉層までの地層の走向，

傾斜を用いて求めた．鷲ノ巣層より上位では，東部，

南部に於て異なった摺曲構造をもつため区別した．

また，最上位のCB48の補正のため，東部の摺曲構

造の中で，CB48の試料採取地点を含む木戸原の稽

曲軸を求めた．

摺曲軸は，それぞれ時計回りに3230，250上向き，

338の，30上向きであり，地層の分布と矛盾しない．

残留磁気方向のプランジ補正は以下の手順で行

なった．

i）傾斜補正前の残留磁気方向と，その地点の

層理面の極を，摺曲軸に直交する水平線を軸

としてプランジ角だけ回転させ，摺曲軸を水

平にもどす．

ii）i）で求めた残留磁気方向を同じくi）で求

めた地層の傾斜についてその走向線を軸とし

て回転させ，地層を水平にもどす．

摺曲軸プランジ補正後の残留磁化方向の平均は，

D＝95．90，Ⅰ＝51．90，α95＝7．8である．補正前の方向と

の差は，D＝2．20，Ⅰ＝0．80であり，α95は，補正後の方

が0．5〇小さくなっている．プランジ補正前の平均残

留磁化方向と，プランジ補正後の平均残留磁化方向

の間には，α95の範囲内で有意な差はなく，また，

浩

補正することによる摺曲軸の両翼での残留磁化方向

の変化もほとんどない．従って，この程度の摺曲軸

のプランジでは，古地磁気方向に与える影響は考え

なくてよい．

B．古地磁気方向についての議論及び結論

得られた古地磁気の平均方向は，偏角D＝93．70，

伏角Ⅰ＝52．70，95％の信頼円半径は8．30である．偏角

は著しく東偏しているが，伏角は地理上の極に磁極

をおいた時の伏角（560）との間に有意な差はない．

これら11地点の中には，正帯磁（上位の2地点），

逆帯磁（下位9地点）の両方の極性を含んでおり，求

めた古地磁気方向は，地磁気の永年変化を平均化す

ることができる程度の十分長い時間を代表している

と言える；また，この11地点は秩父盆地の南西部，

北部，東部に分布しているにもかかわらず，全ての

地点に於て古地磁気方向が一致して東偏している．

これは，この古地磁気の東偏が，盆地内の局地的な

構造運動によるものでないことを示している．従っ

て，秩父盆地の古地磁気方向は秩父盆地の堆積物が

堆積した当時の平均的な地磁気双極子磁場の方向を

代表していると考えられ，古地磁気の著しい東偏は，

本研究地域全体が構造的な回転運動をしたことを示

している．

得られた11地点の古地磁気について，正逆帯磁の

層序芋的な分布をFig．19に示す．NIITSUMA and

AKIBA（1986），HsU et al．（1984）では，Blowの浮

遊性有孔虫分帯のN9／N8境界は，海洋底地磁気異

常5Bの付近に存在するとしている．秩父盆地内に

於て，N9／N8の境界であるOrbulinaの産出は見ら

れず，秩父盆地第三系はN8に相当する．従って，

上位の正帯磁は，海洋底地磁気異常5Bに相当する．

以上から，秩父盆地を含む関東山地は，15Ma以降

に地球磁場に対して約940時計回りに回転したと結

論づけられる．

関東山地に於ける先第三系帯状構造の伸長方向は，

山中地溝帯の伸長方向によって代表される．山中地

溝帯は白亜系の堆積岩（領石一物部川層群）から成り，

巾約3km，長さ約40kmで帯状構造に平行に伸びる

（INOUE，1974）．その現在の伸長方向は，北に対し時

計回りに1150の方向である（Fig．1）．従って，関東山

地をその回転以前の状態即ち15Ma以前の状態に
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Fig．19　Magnetostratigraphic correlation of the

early Miocene marine sedimentsin the Chichibu

Basin，CentralJapan，With the ocean magnetic

anomaly sequence and the early Miocene marine

Sedimentsin theIchishi area，SouthwestJapan

（HAYASHIDAandITO，1984）．Thelongitudiallines

in the magnetostratigraphic column of this study

indicatethestratigraphicintervalwithoutreliable

paleomagnetic sample．

もどすと，当時の帯状構造の伸長方向はN210Eと翠

る．

一方，OTOFUJI〆α仁（1986）を始めとして，近年

の西南日本の古地磁気学的研究では，西南日本が

15Ma以降に470時計回りに回転したことが報告さ

れている．現在の西南日本帯状構造の伸長方向は，

時計回りに730の方向であることから，15Ma以前の

その伸長方向はN260Eであったことになり，関東山

地でのそれ（N21OE）とよく一致する．この事は，

15Ma以前に，中部日本に於て帯状構造の屈曲は存

在せず，西南日本から関東山地に至るまで直線的に

伸びていたことを示唆するものである（Fig．21）．

以上より，関東山地の中期中新世以降の水平回転

運動は次の様に考察される．即ち，15Ma以前に西南

日本の一部としてN200E方向にほぼ直線的に伸び
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ぎ　　　C：Muro d：5hidara
e：KumanO

（Hayashida＆Ito，1984）

Fig．20　Thebentshapeofpre－MiocenezonalstruC－

tureand thepaleomagnetic directionsoftheearly

Miocene marine sediments and voIcanics from

SouthwestJapan（HAYASHIDA andITO，1984）and

the Kanto Mountains．1：Hida Belt，2：Hida

Marginal－Joetsu Belt，3：Mino－Tanba－Ashio

Belt，4：Ryoke Belt，5：Sambagawa Belt，6：

Chichibu and Sambosan Belts（black），7：Shi

manto Belt．　Median Tectonic Lineis defind as

theboundary between Ryoke Belt（4）and Sambar

gawa Belt（5）．

る帯状構造を有していた関東山地は，日本海の拡大

に伴い15Maに約470時計回りの回転運動をする．

その後，帯状構造が北に屈曲するのに伴って更に470

時計回りに回転した．

関東山地の後者の回転運動即ち帯状構造の屈曲は，

6Ma以降の丹沢ブロックの衝突に伴ったものとし

て説明することができる．

フィリピン海プレートの沈み込みが始まった時期

は，プレート運動のモデル（MINSTER andJoRDAN，

1979），南海トラフ，琉球海溝の前弧海盆の堆積物及

びそれら海溝に沿ったWadati－Benyoff zoneの検

討（NIITSUMAandAKIBA，1986）の結果，後期中新

世の6～7Ma頃であるとみられている．また，丹沢

ブロックは，フィリピン海プレートの伊豆一小笠原

弧のものと同じ島弧型火山岩類によって構成されて
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Fig．21Reconstruction oftheJapaneseIslandsbefore opening oftheJapan Sea and the

indentationoftheTanzawa Block，basedonthepresentpaleomagneticresults．MTL：

Median Tectonic Line．

いる．従って，丹沢ブロックは，今から6Ma前には

南海トラフと日本海溝を結ぶ線よりも外側にあり，

以降，現在に至るプレート運動により現在の位置に

まで移動して来たと考えられる（Fig．20）．更に，帯

状構造の屈曲した形態は，現在のフィリピン海プ

レートとユーラシアプレートの境界である南海トラ

フ，駿河トラフ，相模トラフと平行している．従っ

て，帯状構造の屈曲は，15Maに470時計回りをした

西南日本の直線的な帯状構造に対して，フィリピン

海プレート上の丹沢ブロックが6Ma以降のプレー

ト運動に伴って衝突することによって生じたと考え

られる（Fig．20）．

11．結　　　論

本研究により得られた結果を以下にま、とめる．

1．秩父盆地第三系は牛首峠層，小鹿野町層群，

秩父町層群の三つの岩相単位に大きく分けられる．

2．牛首峠層は，礫岩を主体とし，花崗砂岩より

成る白砂砂岩部層及び富田泥岩部層がその一部をな

す．本層は，盆地の北縁と西縁で秩父系を不整合に

覆う．

3．小鹿野町層群は，泥岩勝ち砂岩泥岩互層を主

体とし，凝灰岩を狭在する宮戸層，砂岩，泥岩がほ

ぼ等量な砂岩泥岩互層より成る吉田層，砂岩勝ち砂

岩泥岩互層より成る桜井層から構成される．
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4．秩父町層群は，泥質砂岩を主体とし，礫岩（柴

原礫岩部層）を狭在する奈倉層，砂質泥岩を主体と

し，凝灰岩を狭在する鷺ノ巣層，礫岩と砂岩の互層

を主体とする栃谷層，砂質泥岩を主体とし，凝灰岩，

礫岩を狭在する上寺尾層より成る．

5．、本第三系内では，鍵層として凝灰岩層を追跡

記載した．それらは下位より，国神凝灰岩（白砂砂岩

部層），白川橋凝灰岩，賀川凝灰岩（宮戸層），黒海土

凝灰岩（吉田層），蓼沼凝灰岩，諏訪凝灰岩，木戸原

凝灰岩（鷺ノ巣層），長留凝灰岩，横瀬凝灰岩，浦山

川凝灰岩，巴町凝灰岩（上寺尾層）である．

6．これら鍵層の追跡により，本第三系の構造が

明らかとなった．特に，東部の木戸原ではそのドー

ム状構造が明らかとなった．

7．調査地域西部及び北西部には，北東一南西に

伸びる断層が卓越し，90m～280mの南落ち変位を

与える．

8．横瀬地区には，鷺ノ巣層より上位とほぼ同様

の岩相及び層序が見られ，また，その構造から上寺

尾層と境する北東一南西に伸びる横瀬断層が推定さ

れる．横瀬断層の変位はおよそ1000mと推定され

る．

9．本第三系は全体として南東にプランジする稽

曲構造をとり，また，東部では北西一南東，南東部

でほぼ東西の柚をもつ摺曲構造をもつ．これらの

稽曲は，その軸が断層の伸長方向と一致することか

ら，断層運動に伴って生じたものと思われる．

10．岩石の帯磁率異方性と，流痕によって得られ

た流向を比較，検討した結果，異万性の軸が半径

約300以内の円内にまとまり，00＜Max＜300，600＜

Min＜900で，特にB typeの場合，Minの分布内に

垂直軸を含んでいないものが，最もよく流向を示す

ことがわかった．

11．本第三系に於ける古流向は，牛首峠層及び宮

戸層の下部では北から，宮戸層中部より上寺尾層ま

での間は常に南からの流れが見られ，桜井層から上

位は北部で東に向きを変える．鷺ノ巣層より上位で

は，東からの流れが著しい．

12．残留磁気測定の結果，秩父盆地の古地磁気の

平均は，D＝93．70，Ⅰ＝52．70，α95＝8．3であり，伏角は

現在の地球磁場の伏角にほぼ一致する．
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13．得られた古地磁気のうち，上位の正帯磁のも

のは，海洋磁気異常5Bに相当すると思われる．

14．偏角の940東偏は，関東山地が中期中新世以

降約940時計回りに回転したことを示唆しており，こ

の回転運動は，15Maに起きたとされる日本海の拡

大に伴う西南日本の回転運動に，帯状構造の屈曲に

よる回転が加わっていると考えられる．後者の回転

運動は，6Ma以降の丹沢ブロックの本州弧への衝

突，付加によるものと考えられる．
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